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            午前９時３４分 開議 

○議長（味元和義君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまの出席議員数は２５名であります。定足数に達しておりますので、平成２０年

第３回四万十町議会定例会第７日目の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 これより会議順序に従い会議を進めます。 

 本日の会議に１７番戸田健彦君から欠席届があっております。 

 報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 ９月１８日に第３回定例会の会議録署名議員として１７番戸田健彦君を指名しました

が、所用のため欠席でありますので、本日の会議録署名議員に１８番堀本伸一君を追加指

名します。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２ 議案第８１号四万十町副町長定数条例の一部を改正す

る条例について、日程第３ 議案第８２号四万十町監査委員条例の一部を改正する条例に

ついて、以上議案第８１号から議案第８２号までの２議案を一括議題とします。 

 この２議案につきましては、いずれも既に提案理由の説明が終わっておりますので、こ

れより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） この定数改正、若干お伺いをしておきたいというふうに思いま

す。四万十町が合併をしてから２年６カ月が経過をしたことになりますが、大変広大な地

域になっております。そうした中で、副町長の役割というのは大変大きなものがあったか

というふうに思います。そうした中で、それぞれ事務分担があるわけですが、甲把副町長

の場合には政策企画あるいは新町の建設計画、そういったもろもろの渉外的なことも含め

て、渉外交渉も含めて大変な役割があったかというふうに思っております。そういう中

で、今回１名減になるということは、大変そういう意味でもいろんなところに支障が出て

くるんではないかなというふうな印象を持っております。そういう中で、町民に与える影

響、そういったものを執行部としてどう考えているのか、その点についてお伺いします。 
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○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 私のほうからお答えをしたいと思いますが、今回の甲把副町長の

退任というのは、私としても少し意外なところもございましたが、事情やむを得ないとい

うことで承認をしたところでございます。 

 問者おっしゃいますように、これまで副町長二人制ということで、それぞれ役割分担を

してやってきてもらったところでございますが、甲把副町長退任後新たにまた副町長を任

命をすると、そういう状況にはないと思いますので、今回この条例を提案をしたところで

ございますが、副町長一人制ということに以後なるわけでございますので、高瀬副町長に

は甲把副町長が担ってた役割についてもやってもらうということにならざるを得ないとい

うふうに思います。広い町面積を抱え、また合併直後の基盤づくりを進める中で、なかな

か大変だろうというふうに思いますけれども、高瀬副町長には頑張っていただきたいと、

町民への影響についても最小限に食いとめるというような方向で、今後取り組んでいきた

いというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 大変高瀬副町長には今後荷がかかってくるかなというふうに思い

ます。そういう中で、十和、大正において地域に支所に出向いていってもらっているわけ

ですが、今後そういった点も含めてどうなっていくのかなという心配もしております。 

 今後の体制について、やはりきちっとした体制づくりをしていただいて、やはり住民に

影響のないような体制をつくっていかなくてはならないんじゃないかなというふうに思い

ます。特に、まだ後半あと２年近くあります。そういう中で、やはり住民が一番心配して

いるところが、新しい四万十町をどうしていくのかというその大事な時期でありますの

で、その辺の決意をきちっとしていただいてやっていただいたらというふうに思いますの

で、ひとつよろしくお願いします。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） ９月から副町長一人制ということでございます。今まで甲把副

町長と私のほうで業務の分担、地域の分担ということで行ってまいりました。総合支所の

ほうには週２回の駐在日も設けてきたわけです。大変不十分ではございましたけれども、

そういった形で地域の声を執行部のほうにということで取り組んでもまいりました。これ

からその面が、定期的な常駐はできないわけでございますが、業務が落ちつけばできるだ

け総合支所のほうにも足を運んでいきたいというふうに思っているところでございます。
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また、支所の職員、そして議員さん、住民の皆さんからも適宜情報をいただきたいという

ふうにお願いもしておきたいと思いますし、今後支所長の権限の強化ということも含めま

して、両総合支所、両地域の振興も図っていきたいというふうに考えておりますので、今

後ともよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

（７番橋本 保君「はい、いいです」と呼ぶ） 

○議長（味元和義君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第８１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８１号四万十町副町長定数条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

 この表決は挙手により行います。 

 議案第８１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第８２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８２号四万十町監査委員条例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。 

 議案第８２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８２号は原案のとおり可決さ
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れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第４ 一般質問を行います。 

 一般質問は、発言通告書受け付け順に従い発言を許可することにします。 

 １２番林健三君の一般質問を許可します。 

 １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） ただいま議長のほうから許可をいただきましたので、一般質問

をさせていただきます。 

 今回一般質問は、お久しぶりに教育問題と農業振興ということで、２点について一般質

問をしたいと思います。 

 中高連携教育でございますが、土佐の教育改革の一環である中高連携教育も、平成８年

４月１日から始まり、今年度で１２年目になるわけですが、教科活動では、英語について

教員相互交流によるチームティーチングの実施、それから数学では習熟度別授業の実施を

行っているわけですが、その成果をお聞きいたしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えしたいと思います。 

 四万十高校、大正地区それから十和地区の中学校との連携教育におきましての授業の効

果ということのお尋ねでございます。 

 今問者がおっしゃいましたように、今学校におきましては、数学、国語、それから化

学、美術、音楽、社会といったような形で、当初からいいますと、かなりそういう内容も

増えてきております。特に社会におきましては四万十概論という科目、これは四万十高校

につきましては自然科学コースが設定をされておりますので、それに伴って取り組みを行

っておるというように聞いておりますが、そういった形で、いわゆる四万十川の自然に対

する取り組みとか、そういった形で高校のほうにつきましてはいろんな成果も上がってお

りまして、今高校生によります四万十…… 

（「あれ何やったか」「若者」と呼ぶ者あり） 

 若者…… 

（「若武者……」と呼ぶ者あり） 

 若…… 

（「若武者……」と呼ぶ者あり） 
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 何やった。 

（「えっと、忘れてしもうた」と呼ぶ者あり） 

 忘れた。という形で、高校生みずからがそういう地域の自然に対する思いを一般住民に

広く伝えるというような形で、大きなそういう成果も上げておるというふうに聞いており

ます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 今次長のほうから話がありましたように、年度別にこの学習態

度も変わっていると思います。去年度の場合に、英語を取り入れてるということでござい

ます。ことしは、先ほど次長のほうから話があったように、数学、国語、それから社会、

理科とか音楽、美術とか、そういう中のまた総合学習ということをやっているようでござ

います。 

 各学校においてどのような学科や特色のある教育をするのか、また教育課程の研究、指

導については、教育目標に６年間を見通したカリキュラムを上げ、各教科ごとの研究会も

順次開催していると言っていますが、それについてやっているのかお聞きをしたいと思い

ます。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えをしたいと思います。 

 今それぞれ学校におきましては、中学校と高校とそれぞれ先生方が授業交流という形で

出向きまして、その中で、今言いましたような形でそれぞれ設定をいたしまして、中高６

年間を見通した、そういうカリキュラム、そういったものを組みまして、その中で継続的

な形で授業に取り組んでおるというように聞いております。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） それで、中高一貫教育のあり方は、今学力試験を行わないとい

うことでございますが、入学は連携型中高一貫教育に係る特別選抜ということで、面接と

作文に加えて、中学校からの報告書と学習成績書一覧表によって合格者を決定しているよ

うでございますが、生徒、保護者の中からさまざまな疑問と不安が出ていると思います

が、その点についてお聞きをしたいと思います、試験がないということで。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えしたいと思います。 

 ただいま問者からご質問がありました連携高校につきましては、問者がおっしゃいます
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とおり、今面接と、そして、もともとは作文と面接だけでございましたが、面接は当日問

題を発表して、そこで書いてもらうという作文方式でございましたが、平成１５年に連携

高校の協議会の中でいろんな先生方と協議を行いまして、単なる作文ではだめだというこ

とで、やはり授業の取り組みの一環が、そういったものが成果としてあらわれる方法とい

うことで、今四万十高校のほうで取り組んでおりますふるさと学習、地域の自然を見直

す、そんな学習をやっておりますが、ふるさと学習に関する３年間の取り組みを、そうい

ったレポートを提出をしていただくということで、そうなることによって、その３年間の

子供のその取り組み、それから自分の意見の発表の仕方、そういったものがわかると、そ

ういったことで、それを一定そういう参考の、教科に一定かわる分野ということを認定し

まして、面接とそういうレポートという形でやっておるというふうに聞いております。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） それで、次長、その不安というのはないということですね、保

護者からの。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えしたいと思います。 

 直接私どものほうで保護者からの直接そういった声は聞いてはないですが、この連携の

いろんな協議会の会をする機会もございまして、そういった中で、一定保護者等から、い

わゆる試験なしで高校へいわばストレートに上がれるというのはどうかなという、そうい

った一定学力、意欲も低下といいますか、学習意欲の低下といいますか、そういったもん

についての不安と、そういうものは一定あるというふうな話も出ております。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 今次長の話がありましたが、私も保護者のほうから、ちょっと

不安があると、試験がないからという話を聞いております。 

 この中高一貫教育は、もともと旧大正町、十和村の４校で始まった事業でございます。

四万十町として合併しまして２年と６カ月ぐらいたつわけでございますが、ここには四万

十高校と窪川高校という高等学校があります。これについて、今適正規模の問題も、きの

うの新聞でしたかね、出ておりましたが、いずれ統合ということで、各旧の町村に１校だ

けしか残らんような話も聞いておりますが、これについて、今後旧窪川町の窪川高校含め

た連携教育をやるのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 水間教育長。 
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○教育長（水間淳一君） 今のお答えをしたいと思いますが、高等学校のことも十分話し

合いとか意見を聞かなくてはなりません。義務教育の分野でしたら、私たちのほうで担当

しておりますので、一定方向も出せますが、やはり高等学校のほうと今から協議をすると

いうことも必要ではないかと、このように思います。四万十高校が一貫教育をしておりま

すので、おっしゃられましたように、旧の大正、十和のほうで行っておりますので、やは

り一つの町ということで、窪川高校もそうしたらどうかというふうなお話でございますの

で、今から話し合いとか検討の余地は十分残されておると、このように考えております。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） いろんな形で今県立の高等学校の話をしておったら大変なこと

かもしれません。私とこは町立でございます中学校と高校の関係があると思いますが、い

ろいろ高知新聞の記事の中にも高校時代、高校廃校時代が本格化ということが打ち出され

ております、県教委のこれ新聞でございますが。いろんな形で、今少子化の時代でござい

ます。生徒も減っているでしょう。ですから、この中高連携教育をもとにして、四万十高

校、窪川高校が最後まで残れるような施策をしていただきたいと思いますので、その辺を

よろしくお願いします。 

 それで、最後になりましたが、これは町長にお聞きしたいと思います。町長も窪川高校

の卒業生、私は大正高校、今四万十高校になっておりますが、卒業生でございます。その

中で生き残るには、いろいろな事業をやっていると思います。今回の決算書の中でも、高

幡地区の海外派遣事業、６６万円何ぼでしたかな、事業がのっておりますが、旧大正町の

時代に、中学海外派遣事業ということでオーストラリアのほうへ行った事業がありまし

た。それにいろんな形で、中高連携で英語の弁論大会、中学校と高校生の事業で弁論大会

を開いているようでございます。そういう意味も、中高連携を含めた意味で、海外派遣、

今韓国のほうへ行かせているようでございますが、その中で窪川高校、四万十高校で１名

ないし、中高連携の目玉として行かすつもりはないか、町長にお聞きをいたします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 町長への事前の通告がありませんでしたので、ちょっとお答えを

しにくいところでありますが、問者おっしゃいましたように、合併前の旧大正町におきま

しては、中高一貫教育の一環として、高校生をオーストラリアへ中学生ともども派遣して

おるということは聞いております。ご案内のとおり、町内には四万十高校、窪川高校２校

があるわけでございますので、今後高校生を加えた派遣をするということになれば、四万
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十高校だけということにはまいらないであろうというふうに思いますし、またオーストラ

リアへの語学研修派遣については、現在のところは高幡広域の事務組合で中学生を対象に

やるということで、町としては独自にやっていない。韓国への派遣ということに切りかえ

ておるわけです。そういうことももろもろございますので、さらには財政的な問題もあろ

うかと思いますが、なお関係者のご意見もお伺いをしながら検討してまいりたいというふ

うに思います。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 今町長のほうから答弁がありましたが、検討課題であるという

ような話がありましたが、ぜひとも実現に向かってやっていただきたいと思います。それ

によって中高連携のよさ、またいろんな面が出てくると思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 ２点目でありますが、児童の登下校問題でございますが、先般の新聞でも、千葉県、福

岡県、千葉のほうでは５歳になる女の子が連れ出されて殺害され、また福岡では男の小学

１年生の男の子が実の母親に殺されたという報道がありました。痛ましい事件が起きたわ

けでございますが、子供たちは常に命の危険にさらされ、安心して外を歩いていられない

現状ですが、いつ起こるかわからない、学校、家庭、地域一体となって取り組むべきでご

ざいますが、教育委員会として２学期を迎えどのような対策をしているかお聞きをいたし

ます。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えしたいと思います。 

 先ほど問者がおっしゃいましたとおり、先日来いろんな報道関係で報道されておりま

す。福岡の件、千葉の件、本当に痛ましい事故という形で委員会のほうもとらえておりま

す。なお一層委員会としましても、この現状を踏まえまして、新たな取り組みもしていか

なければならないというような形で考えておるというところでございます。 

 お尋ねの件の不審者対策でございますが、これにつきましては、今までもだんだんの議

員さんからもご質問もあっておりまして、お答えもしておりますが、まず学校関係につき

まして、それぞれの取り組みをまずやっていただいております。 

 まず、学校につきましては、集団の登下校、これがやっぱり個人一人で帰るよりは集団

で登下校するというのが、やっぱり犯罪防止に役立つというように思っております。学校

のほうにつきましては、できる限り集団登下校を行うと、そして集団登下校ができない場
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合につきましては、できるだけ２人以上の組で帰らすとか、それからまた下級生につきま

しては、上級生の授業が終わるのを待って一緒に帰るとかいろんな形で学校につきまして

は、そういう児童一人で単独でなるたけ行動させないと、それからまたある学校では、低

学年につきましては教員が一定のとこまでずっとついていって下校の手助けをすると、そ

ういったような対応もしております。いろんな形で学校のほうも取り組みをしておるとこ

でございます。それからまた、学校だけじゃなしに、学校もやっぱり地域との連携もとり

まして、やっぱりその地域のほうで住民による見守り隊というような形を結成していただ

くとか、それから学校ではついでパトロールといいますか、そういう住民の方に散歩する

ついでに児童を見守っていただくとかというような形で、地域との連携したそういった取

り組みも学校のほうでは取り組んでおります。 

 また、教育委員会としましても、平成１８年度からは、高知県の教育委員会が行ってお

りますスクールガードリーダー、これにつきまして本年四万十町におきましても３名のス

クールガードリーダーを配置をしていただきまして、昨年度までは２名で、一部の学校で

ございましたが、本年度から全校を対象にスクールガードリーダーが登下校時に出向きま

して、そこで児童の安全対策を、見守りを行うという形の取り組みも行っておるとこでご

ざいます。 

 それからまた、毎月第３木曜日を「３木の日」という形で、警察等々と連携をいたしま

して、朝の登下校時にそれぞれ街頭等で補導を行いまして、児童・生徒の登下校時の安全

対策を行っておるというような形で、今そういった形でいろんな、学校、地域、それから

関係機関、いろんな形で取りまとめてやっておるとこでございます。 

 また、今新たな取り組みとしまして、携帯電話を使ったいわゆるタイムリーな情報提供

という形も、今ある一定業者のほうから提供も含めまして、今それも検討しておるとこで

ございます。保護者のほうからある一定登録していただいて、登録された保護者のほうや

学校のほうからいろんな不審者情報、ファクスで警察へ出しますと、警察がそこのセンタ

ーへ行きまして、そのファクスの内容がそのまま保護者に伝達できるといったような不審

者情報のタイムリーな情報の提供と、そのような形も今後取り組んでいけば、より児童・

生徒の安全も守れるんではなかろうかというような形も考えておるとこでございます。 

 そういったことで、やっぱり今言いましたように、そういった事件が起きております。

県からもそういった文書も来ておりますので、また２学期、早急な校長会もございますの

で、校長会等通じまして、特に児童・生徒の安全対策という分については、委員会として
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も声を大にして取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） いろんな形で地域の連携、スクールガードリーダーというよう

な話から、第３木曜日でしたか、警察との連携もやってるということでございますが、こ

れはちょっと新聞ネタを使わせていただきたいと思います。これは私の四万十町の隣の四

万十市のほうで、児童連れ去り未遂頻発ということで、旧の中村市内のほうで６件ぐらい

起きております。その中で、登下校中に、「車に乗らないと殺すぞ」と、「道を教え

て」、「お菓子を買ってやる」、それから「お母さんが倒れたから連れていってやる」と

か、それからこれは他町のほうの話ですが、小学生の男の子にわいせつという問題がこの

新聞記事に載っております。そして、中学校の部では、夜間クラブをして帰りゅうのに、

女の子にスプレーをかけて女の子の体にさわったとかというような事件が起きておりま

す。この窪川管内では、そういうあれはないですか、それをお聞きいたしたいと思いま

す。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） 四万十町の中でそういったような事件がなかったかという

ことでございますが、今までも何件かそういう不審者による児童・生徒への声かけという

ものはあっております。ここ、ことしについては、そういった報告はされておりません

が、過去におきまして、そういう道を尋ねるとか、そういった形で、子供は危険を察して

すっと逃げたというようなケースも報告はあっております。それで、そういった声かけ

で、児童がとっさの機転をきかして逃げたということで大事には至ってはないですが。学

校のほうにおきましても、指導の中で、知らない人から声をかけられた場合については取

り合わないと、すっと帰る、逃げるとか。それから、今そういう、チョキちゃんの店とか

いろいろ駆け込み、いろんな事業所、そういったとこ、散髪屋さんとか、いろんなとこで

店屋の方にご協力いただきまして、いざというときに緊急避難できる１１０番の家と、そ

ういったようなもんも、いろいろ住民の協力もいただいておりますので、そういったよう

なものも児童・生徒に配りまして、いざというときにはこういうとこにこういう緊急避難

できるとこがありますというような形も指導しておりまして、そういった形でいざという

ときには避難をすると、そういったような体制もとっておるというふうなところでござい

ます。 
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○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 大きくこういう新聞ネタも出ておりますので、起きてはならな

いことが現実に今起きているわけですよね、全国各地で。そういうことで、２学期も始ま

ったばっかりということで、いろんな形で連携をとって、ぜひともこういうことがないよ

うな四万十町にしていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 そして、不審者対策でございますが、この問題についても、大阪の淀川市でしたかね、

小学校で起きた殺傷事件がありました。開かれた学校づくりということで、保護者の方々

の出入りがあり、町民の皆様のご協力を得ながら、不審者に対する学校、先ほど次長から

話がありましたが、警察へを基本に安全管理に努めていると思いますが、計画どおりでき

ているのか、また不審者への応対の方法の訓練や地域との連携など、教員、子供たちも、

いざというときに対して日ごろから取り組みができているかお聞きをしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えしたいと思います。 

 まず、いざというときには、やはり口、それから本で習っただけではなかなか対応でき

ないということでございまして、今四万十町の全小・中学校につきましては、警察の協力

をいただきまして、毎年年１回は最低はその防犯教室、それをやるということで、実際警

察の方に来ていただいて、犯人役になっていただいて、そこでそういう実際の行動、現場

で再現すると、そこの学校の対応、いざこうやというような形でのそういう防犯教室、そ

ういったものも、その学校の教職員だけでやる場合もありますし、参観日、そういったと

こを利用しまして、父兄も含めてそういう防犯教室を開催するといった形で、学校によっ

てはいろいろそういうそれぞれの取り組みをしておりまして、やはりふだんからそういっ

た実践的な取り組み、それが必要だというふうに考えておりますので。 

 なお、これにつきまして、今後一層、学校のほうへは、そういった面については指導を

強化していきたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 今話がありました。訓練はしているということでございます。

いろんな形で、この新聞ネタばっかり使わせてもろうて失礼でございますが、さすまたと

いうような、Ｕ字に、Ｕになったような、人間の首っ玉押さえるような器具があるよう

で、そういうもんも各学校には備えていると思いますので、そういう訓練も日ごろから教

職に対しても指導していただくようお願いしたいと思います。 
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 そして、教育問題は終わらせていただきまして、農業振興に移らせていただきます。 

 耕作放棄地がどれぐらいあるのかということで、現在田畑に作物を植える予定がない耕

作放棄地が増えている。１９８５年に１３万５，０００ヘクタールだった放棄地は、２０

０５年には３８万６，０００ヘクタールと、埼玉県、滋賀県等の面積と同じ規模に達して

いるわけでございます。今後もまた拡大し、食料自給率が逼迫する中、緊急時の安定供給

に影響を与えるおそれがあるわけでございますが、四万十町において耕作放棄地はどれく

らいあるのかお聞きをしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） お答え申し上げます。 

 本町内の耕作放棄地の面積につきましては、２００５年の農林業センサスの結果により

ますと、農家、土地持ち非農家合わせまして１２７ヘクタールという統計調査になってお

りますが、その中で、問者が申し上げましたように、実際耕作可能な土地がどれぐらいあ

るかというのは、ちょっと今のところ疑問なとこですけども、そういった永年性の果樹と

か、そういった林地とか、そういったものを今回除きますと、かなりの部分が減少するも

のと思われます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） １１７ヘクタールでしたかね。 

（「１２７」と呼ぶ者あり） 

 ２７、はいはい。あるということでございます。いろんな形でこの放棄地についてはい

ろんな問題が出ております。放棄地の発生理由が一番の断トツというのは、高齢化による

労働力の不足、２番目に農産物の価格の低迷、３番目に農地の受け入れ手がないと、そし

て４番目に生産調整、５番目に基盤整備が進んでないというような条件がこの中で出てお

りますが、本町においてもこれについてどういう形をとっていくかお聞きをしたいと思い

ます、まず。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） お答えを申し上げます。 

 私ども所管する課の状況をちょっとお伝えしながらご説明申し上げたいと思いますが、

今問者のほうから高齢化とか米の価格の低下とか、それぞれ理由がございますが、今後は

やはり集落機能の維持そのものをやっていかなけりゃならないと思います。確かに窪川、
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大正、十和は、それぞれ旧の町村については特徴がございますし、それにまた合った振興

策を推進しなきゃならんと思っていますが、まずは現在推進されております中山間地域等

直接支払制度の一層の導入を図っていって、集落内でのやはり連携、協調、共同作業の実

施、そういったもので低コストを進めながら、新たな担い手の就農できるスペースづくり

をしていきたいというふうに思います。 

 加えて、基盤整備、これ担当課がちょっと違いますけれども、我々としても可能な限

り、県営事業は余り導入の見込みが、今後、今の１件でないようでございますが、今後せ

まち直しも十分地元と協議をしながらやっていっていきたいというふうに考えておりま

す。 

 最終的な収益性の問題でございますが、収益性の問題につきましては、今ちょっと話そ

れますけども、原油の高騰とか肥料とか、そういったコストの大きな増加というのが、今

本当に地域農業を危惧する問題になっておりますので、そういった栽培技術のほうもＪＡ

ともども、やはり低コストで高生産の農業というのは確かに難しい部分がございますが、

それをこつこつ着実に進めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） いろんな形で進めていただいておるということでございますの

で、この新聞ネタをまず、また使わせていただきます。これはちょっと古い新聞でござい

ますが、２００４年１０月９日の新聞でございます。農地の関係の、半強制的に農地貸し

出しということで見出しがぱこんと出ております。これは耕作放棄地での検討ということ

で。この中の文章の中に、これまでもよね、市町村と農協が耕作放棄地の利用権を強制的

に取得する制度はあったが、今回この新聞ネタのやつは、市町村が耕作放棄地についてほ

かの農家への貸し出しをあっせんするほか、所有者から協力が得られない場合は、半強制

的に賃借権を設定する手法を盛り込むということを書いておりますが、この点についてう

ちの本町では取り組みをしているのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） お答えを申し上げます。 

 強制的な執行がされたかということでございますが、本町ではそういった事例は、ＪＡ

とも確認しましたけども、ありません。で、県のほうを確認しましたところ、高知県内に

おいても、こういった制度の行使はされてないということでございまして、担当者の段階
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におきましても、その内容等については十分な認識がされてないということでございま

す。ですから、私としてはこういった半強制的なということは、審議会の新聞の中の意見

にもございましたが、現状にはそぐわないというふうに理解をしておるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 高知県、四万十町でもこういう事例はないということでござい

ますね。また、この新聞ネタを使わせていただきます。これは最近の新聞ネタでございま

す。２００８年８月２７日の新聞ネタでございますが、耕作放棄地の再開に交付金という

ことで出ております。この役目は、市町村や農業委員会は営農をすぐに再開できるかなど

の放棄地の状況を調査中で、この結果を踏まえ、市町村が本年度中に解消計画を作成する

ことになってるということをうたっておりますが、この点についてお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） お答え申し上げます。 

 解消計画についてのご質問と思いますが、現在農業委員会のほうで、８月から９月末に

かけて、農業委員さんを中心に調査を行っております。その結果、それを集計をさせてい

ただきまして、解消計画をつくるということになっております。その後、先ほど申されま

した耕作放棄地の再生利用緊急対策交付金というのが使われるようになっておると承知し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） この問題も国のほうも、２００９年度予算概算要求に２３０億

円という莫大な金をつぎ込むような計画でございますので、その辺もあわせて、いろんな

調査中ということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 そして、また古いネタを使わせてもらいたいと思いますが、これは旧の大正町のときの

一括表でございます。その中で、私のこの調べた中で、農業を拡大したいという人間と、

あと貸し出したいとか売りたいというような人が、中には死亡している方もおります、こ

のデータの中には。特に多いのが、拡大したいというほうがパーセント的には多いわけで

ございますが、これは町外を問わないということをうたっているわけですが、そういうこ
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とを農業委員会ではあっせん事業に対してやっているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 農業委員会事務局長武内洋介君。 

○農業委員会事務局長（武内洋介君） ご質問の部分でございますけども、今年度農業委

員会のほうで農家意向調査というのを１１月ごろに実施をしようということで、今準備を

進めております。で、それは農地のそういった流動化の意向を農家の方から十分聞きたい

ということで、本町で約３，２００戸ほどの農家のほうに調査しまして、今年度それをま

とめたいというふうに思っております。 

 あっせんにつきましては、農林水産課のほうと連携をしまして、農地の流動化の事業の

一環として利用権また所有権の設定等を順次年間進めております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） いろんな形で進めていっていただいているようでございます。

その中で、農地取得、私ちょっと昔のこれ、本、今も変わってないと思いますが、その中

で農地を取得する際、Ｉターン、Ｕターン、いろんな形がまた出てくると思います。そう

いう形で、農業委員会の事務局として窓口となって、このいろんな資金制度があるわけで

すわね、この流動化に対してのよね、資金、特別事業、いろんな形で、２億円とか１億円

ぐらい借れる、この中には移動適正あっせん事業とかよね、いろんな事業があるようでご

ざいますが、その辺の、もし出てきた場合にはね、すぐに融資、保証人ももちろん要るで

しょうけど、農業委員を通じてその辺ができるか、再度お聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 新規就農、ＩターンとかＵターン、それ含めてのちょっ

と土地の手当てをどうするのかというようなことでございますが、その制度資金的には、

現在農業制度資金が拡充をされています。１例申し上げますと、認定農業者で取得、認定

農業者は認定を受けないかんわけですけども、そういったことで申請されれば、融資制度

がございます。国営農地の売買事例もございますが、それに対して町が、現在０．１３

５％上乗せの利子補給制度しながら、そういった土地の流動化、就農者の育成、そういっ

たものに努めているのが現状でございます。私ども所管して、今それが一番利用が多いと

いう制度資金でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） いろんな融資があるようでございますので、今課長が言ったよ
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うに、０．１３５でしたか。 

（建設課長武市逸夫君「はい」と呼ぶ） 

 そういう制度もあるようでしたら、またいろんな形で、Ｉターン、Ｕターン、また先ほ

ど言よったように、農業を拡大したいという人間もおるようでございますので、ぜひとも

そういうところにうまいこと乗せて、流動化の関係、また耕作地ができるような方向とっ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 そして、２番目の基盤整備でございますが、旧大正町では多分９０何％、今旧窪川町、

十和村で基盤整備が行われておるわけでございますが、進捗率、そしてどれぐらいあとか

かるのか、それを教えていただきたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 基盤整備の進捗率でございますが、先ほど言われましたよう

に、旧大正町では８６．４％、１９年度末の数字でございますが、そして旧窪川町で７

４．３％、旧十和村で６４．９％、四万十町全体では７４．５％となっております。 

 あと、どれくらいかかるかということでございますが、今後国庫補助事業等で予定され

ておる事業が、現在出ておるところで１地区でございます。県営事業で旧窪川町区域の中

山間地域総合整備事業で、圃場整備の面積といたしましては約８５ヘクタールの整備計画

を立てておるところでございます。これは平成２１年度から２６年度までの県営事業とし

ての計画でございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 今課長のほうから話がありましたが、７４．４％、全体で、そ

ういうことですね。その中でも、先ほど言ったように、耕作放棄地の中に基盤整備が、５

番目にこの問題が出ているわけです。ぜひともこのパーセントを上げていただくようにお

願いしたいと思います。 

 そして、せまち直しについては、担当課から、今年度にせまち直しを要望する農家を調

査し、５年ぐらいの計画で実施する方向だと聞いたように記憶しております。その取り組

みはどのような状況になっているか、また現在までに要望が来ていれば、その件数と今後

の対応についてお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） お答えします。 
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 せまち直し事業でございますが、せまち直し事業につきましては、本年度は大正総合支

所と十和総合支所管内で、町単独事業によって要望のあった集落、農家を対象に事業を実

施しております。 

 要望件数でございますが、これは、せまち直し事業そのものは、平成１７年度までにお

おむね完了しておりますが、現在予算の関係上、前年度からの積み残しを含めまして１７

件の要望が出ております。 

 進捗率、せまち直し事業そのものの進捗率でございますが、これ単年度、単年度で要望

をいただいて実施する関係上、計画を立てておりませんので、せまち直し事業の進捗率と

しては出ておりません。 

 今後の対応でございますが、議員さん先ほども言われましたように、県の補助事業との

整合性をとりながら採択基準などを整備して、今年度中に広報等通じまして要望量の調査

を行いたいと思っております。それによりまして年度ごとの計画を立てまして、その要望

量によりますけれども、３年から５年間の計画で事業を完了させたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 今話がありましたように、１７件で、３年から５年かけてやっ

ていきたいということでございます。そのときの多分せまち直しが今出てきてるというの

は、いろんな形で、金銭関係もあったろうし、その辺のことでようせざったということが

多いんじゃないかと、私なりの考えですよ、があったんじゃないかと思います。ぜひとも

この件については早急に、先ほど言ったように、耕作放棄地がたくさん出ておりますの

で、そういうことを解消するためにもぜひともやっていただきたいと思います。 

 そして、３点目になりますが、後継者問題でございます。 

 今まで農林業ということで、農業の場合は、先ほど言よったように、融資制度、私のと

きには融資制度がありました。無利子、無担保１５０万円ぐらいの、無利子の無担保で貸

してくれて、１年据え置きでしたかね、それで返還していくというような話がありまし

た。それなりに使うと重要な金だったと思います。 

 そして、林業に対しては、今まで、林業やるにはチェーンソーの免許、そして集材、架

線事業ですわね、やるというたら、林業架線技士という免許が要ります。そして、重機を

使うには重機の免許も要ると思います。今田辺室長がやってるような作業道つけてやって

るものについては重機の免許が要るわけです。もしそれがないときには、労働災害へ係る
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あれは全然ありません、持ってない場合にはね。ぜひともそういう後継者対策。 

 そして、漁業に関しては船舶免許が要ると思います。そういうもんに対して手助けはで

きないか、お聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 林業面の事例と漁業の船舶免許について支援はないかと

いうようなことでございますが、基本的に私ども所管をいたします農林水産業の中で、農

業等については、余りそういった許可といいますか、資格、有資格を必要としない分が多

いですが、水産業の船舶免許については、基本的にこれは絶対なくちゃならんだろうとい

うのがあります。まだその辺のちょっと協議はしてないですけども、やはり今回のこうい

った本当に厳しい中ですから、後継者の育成の支援も含めて、今後の検討課題とさせてい

ただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 田辺林業政策監。 

○林業政策監（田辺由喜男君） ご質問の林業の後継者問題についてお答えしたいと思い

ます。 

 林業につきましては、専門的な知識と技術、経験が要ると思っております。後継者の育

成につきましては、時間と経験ということで、国を中心に研修事業が現在行われておりま

す。林業事業体が緑の雇用担い手対策事業を活用し、ＵＩターン者を含む森林の保全整備

に意欲を持っている若者に対して、安全で効率的な林業の技術と技能を取得するための研

修等を現在行っております。平成１４年度の林野庁の補正予算によりスタートいたしまし

て、平成１８年度に少し事業内容が拡大されまして、林業未経験者の者も林業就業支援講

習や林業就業に必要なチェーンソー、それから刈り払い機等の資格を持っている方につい

ては研修対象として行っております。 

 本町においては平成１８年度から新規事業で、窪川、大正、四万十中央森林組合さんを

中心に、１年目の基本研修に１７名、２年目の技術高度化研修に８名という者が該当して

いまして、その研修を通じ、車両系の免許とか架線技士の免許とか小型移動式クレーンと

かはい作業とか各種の免許取得に当てているようになっております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） わかりました。林業のほうでは、いろんな面で施策をしている
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ということでございます。農業のほうでも、この事例を挙げさせてもらいますが、今現在

は四万十市になっております。西土佐のほうで後継者育成基金という事業を、積み立て

て、それを後継者に限り、ハウスの、レンタルハウスじゃないですけど、ハウスの補助を

やっていただいているような事例をちらっと西土佐の関係の人間に聞きましたが、これは

もう予算面が伴うわけでございます。この辺は町長に聞かにゃわからんと思いますが、そ

の育成基金というものを立てて、後継者にその辺の補助的なものをやるつもりはないか、

お聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 率直に申し上げまして、お話の後継者育成基金について、私十分

承知をいたしておりませんが、なおそういう先進事例等も勘案をしながら、またその融資

制度とかいろんな課題もあろうかというふうに思いますので、今後所管課を中心に研究を

させまして、検討してまいりたいというふうに思います。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 今の問題については、窪川町も農業立町、十和、大正は農業立

町、立村でやってきたと思います。いろんな形で農林業というもんができております。町

長が打ち出したように、「山・川・海 自然が元気です」ということを打ち出しておりま

すので、ぜひともこの元気を出すような事業に結びつけていただきたいと思っておりま

す。 

 これで私の質問を……。 

（建設課長武市逸夫君「建設課長」と呼ぶ） 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○１２番（林 健三君） 終わりたいと思います。 

○建設課長（武市逸夫君） 申しわけありません。先ほど私の答弁の中で、答弁不足のと

ころがありましたので、つけ足しさせていただきたいと思います。 

 残ってる事業量１７件と申し上げましたけれども、これは大正、十和管内の積み残し分

も含めた件数が１７件でございまして、その年度計画を立てるというのは、今年度中に町

内全域を、旧窪川も含めた町内全域を対象に調査をいたしまして、その事業量によって３

年から５年の計画を立てていきたいと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

（１２番林 健三君「どうもありがとうございました」と呼
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ぶ） 

○議長（味元和義君） １２番林健三君の一般質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまより１０時４５分まで休憩をします。 

            午前１０時３３分 休憩 

            午前１０時４５分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １５番竹内常喜君の一般質問を許可します。 

 １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 私は３点について通告をしておりますので、順次お尋ねをして

いきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 まず最初に、庁舎建設の対策を示せということで出しております。 

 この庁舎の建てかえ、これについては、この質問については、直接また間接的に、毎回

の一般質問に出ております。それだけ議会といたしましても大変関心を持っているわけで

ございます。ちなみに、私もこの新庁舎建設については２回目になるわけでございます。

１８年９月の定例会で、この庁舎問題についてお尋ねをしたとこでございますけれども、

そのときの町長の答弁としては、現在庁舎検討プロジェクトチームを立ち上げて、その中

で検討がなされているという答弁をいただきました。その後、そのプロジェクトチームの

協議、またその結論についてどのようになっておるのか、町長にお聞きをいたします。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） プロジェクトチームの内容でございましたので、企画課長の

ほうから答弁させていただきます。 

 この庁舎建設等のプロジェクトチームは、２年前の平成１８年８月に組織しました庁舎

内の組織でございます。副町長、当時の甲把副町長が責任者ということで構成されており

ます。１２月の議会に庁舎建設の考え方ということで中間報告的な形で報告をしたところ

です。それ以来、会合は行っておりません。その１８年の１２月定例議会に報告した内容

といいますか、それは、１つは、作業部会の報告という形でやったわけなのですけど、Ｊ

Ｒ用地の購入という課題がございました。それに、購入に際して、庁舎用地として判断す

る上での資料にしたいということで、作業部会で考え方を取りまとめたところです。その

１２月定例議会に、全員協議会だと思いますけど、提示した内容は、１つは、庁舎の役

割、それから１つは、庁舎のコスト削減と既存ストックの活用について、３点目は汎用性
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のある事務の空間をどうしていくかという点、４点目が地域特性のある庁舎について、５

点目は庁舎の位置、それから６点目として庁舎の建設時期という形で報告をしたところで

す。その後といいますか、昨年の６月に総合振興計画を策定し、その後実施計画をつくっ

たわけなのですけど、その実施計画の、前期の実施計画の中に、四万十町の庁舎整備事業

というの入っておりません。前期計画では、測量設計を２３年度に計上し、建設費につい

ては後期の実施計画にという形になったところです。そういった関係もありまして、庁舎

建設プロジェクトチームとしての協議のスピードがちょっと遅うなったといったような状

態で、先ほど申しましたように、１８年１２月、中間的な取りまとめ以降、会合を開いて

いないところです。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 今の課長の答弁では、１８年１２月に中間報告をして、その後

そのプロジェクトチームの会合は開いてないということで、その後、その報告後の進展は

今ないということですね。 

 今年に入って、中国の四川省、また東北地方のほうでも大変大きな地震が相次いで起き

ております。専門家の話によると、この南海・東南海地震、これについては震度８から

８．５ぐらいの地震が予想されるということでいつも言われております。四川省の地震で

は、当時毎日のようにテレビまた新聞等で、その被害状況が報道されておりましたけれど

も、地元の３階建ての小学校が崩れて、２階、３階は辛うじて原形をとどめておるという

ようなことで、それで１階におった生徒は多分、多くの犠牲者が出ておるというような報

道が、連日なされておったわけでございます。 

 この四万十町の庁舎も、もう半世紀近く建設されてからなるのではないか、このように

思っております。専門家が言うように、震度８から９前後の地震が来たら、この庁舎も四

川省の小学校と同じような被害が出るのではないか、１階で昼間の平日のときであれば、

１階ではたくさんの職員が勤務をなされておるわけでございますけれども、そういうとき

に地震が来たときには、１階の職員の被害が大きく出るのではないか、また町長として、

このような危険な庁舎で職員に勤務をさすということ、大変私は問題があろうと思ってお

ります。町長のお考えをお尋ねいたします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 庁舎建設に関する考え方についてのご質問でございますが、この

問題につきましては、合併協議段階でも大変大きな課題として取り上げられてきたところ
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でございます。１つは、合併特例債を、プロジェクトの対象事業としての扱いでございま

すが、それ以上に大きな課題が、総合支所の設置期間との関連でございます。合併協定書

では、協定した２４項目の中に、新庁舎完成以降に総合支所は支所に移行するということ

になっております。このことから、新庁舎建設と総合支所機能の移行の課題というのは密

接不可分の関係にございますので、多様なご意見も伺い、関係機関と協議を進めながら総

合的な調整をする必要があるというふうに考えております。 

 これまで一般質問に対するご答弁として、任期中には具体の方向づけを行いたいという

ふうに述べたところですが、これにつきましては合併後の初代町長のどうしても使命、そ

ういう思いもあったところでございます。 

 で、９月１０日、１１日に、十和、大正の各審議会に、中山間対策を含めた総合支所再

編について諮問をしたところでございます。この地域審議会では、合併２年を経過した段

階での住民サービスのありようの評価を行いまして、これからの支所機能として果たすべ

き役割、地域自治区のあり方なども含め協議をいただけるものというふうに思っておりま

して、１１月中にはご答申をいただきたいというふうに思っております。 

 こういった協議経過も踏まえながら、後期の実施計画での建設年次を想定した建設スケ

ジュールというものを決める必要があろうというふうに思っております。確かに巷間言わ

れております南海地震等想定した場合に、非常にこの本庁舎もろい構造で、多大の被害が

想定をされます。また、現実問題として、かねて申し上げておりますように、非常に狭隘

化しておって、円滑な業務の遂行はできかねるという実態もございますし、卑近な例で申

しますと、特に最近痛感するところですが、水道とかトイレとかそういう水回りなんか

も、本当に茶色い水が出たりとか、そういう問題もあるわけで、衛生的にもよろしくな

い。そういうもろもろ課題があるわけでございますが、今のところ、来年、あと一年ぐら

いのお時間をいただいて、来年１２議会をめどに具体の方向づけを出していきたいという

ふうに考えております。 

 なお、議会におきましても、例えば特別委員会を設置をいただくなど、ともども協議を

していただければ大変幸いであるというふうに考えております。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 今の町長の答弁で、来年の１２月議会ごろまでにはある一定の

方向性を出していきたいということで、それで特別委員会も設置をしていただきたいとい

うような答弁もいただきましたけれども、今までのプロジェクトチーム、これは庁内の職
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員だけの集まりの会合であったわけですけれども、今後については、やはり庁内、そして

議会、また有識者、これなどひとつご相談いたしまして、検討委員会、こういうものをや

はり今後立ち上げて検討していかねばならないんではないかというように思いますけれど

も、その点についてお尋ねいたします。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 今まで職員のほうでプロジェクトチームを立ち上げて検討を行

ってきたところでございますが、この庁舎の問題につきましては、非常に町民の方々の関

心も高いところでございます。先ほど町長が申しましたように、来年の１２月を一応の目

安として、これから検討に入っていくわけでございますが、当然住民の方々の幅広い意見

等も聞きながら、位置、それから庁舎の規模等についても決定をしていく必要があろうか

と思います。 

 ご提言のように、できるだけそういった形で町民の方にも参加をしていただき、検討

会、協議会的なものも進めていきたいというふうに思っておりますが、議会のほうにおか

れましては、先ほど町長も申しましたように、特別委員会的なものも設置をしていただき

まして、そちらのほうともキャッチボールをしながら協議を行っていきたいというふうに

思っております。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 議会で毎年行ってる視察研修を、今年はそれぞれの所管を超え

た調査をしようということで、今年は私たち建設常任委員会と総務常任委員会とでは、合

同で所管を超えた調査を行ってきたわけでございます。私たちは、大変今木材価格の低

迷、これが続いておりますので、木材で建てた庁舎を視察しようということで、鳥取県の

日南町のほうに木造庁舎を視察をさせていただきました。この庁舎は平成１４年に建てら

れております。木造でございますので、平家建てで、一部２階建てでございますけれど

も、その２階建てのところについては鉄筋コンクリートということで建設がなされており

ます。大変大きな庁舎の中心になるとこには、大黒柱といいますか、大きな丸太の木をそ

のまま、天井まで吹き抜けの木材を使い、大変立派な庁舎を見せていただきまして、また

係の方から大変貴重なお話もお伺いをしてきたわけでございます。この庁舎については、

住民ふれあいホールをこの役場の中に設けて、土日もその役場を開放して、住民の方に使

っていただいておる、こういうような建物でございます。こういうことによって、今まで

町長の説明では、庁舎建築については全額町の負担になるというような説明もなされてき

- 53 - 



たわけでございますけれども、この日南町ではそういうふれあいホールというものを中へ

組み込むことによって、大変国のほうから助成もあり、それから有利な起債も使わせても

ろうて、この総工事は１３億円から１４億円ということでございますけれども、その中で

町の持ち出しについては、６億円ぐらいの持ち出しで役場ができ上がったということが説

明の中でありました。また、これを木材にすることによって１２億円から１３億円の波及

効果がその町であったというような説明も聞いております。 

 四万十町でも庁舎建築はどうしても避けて通れない問題であります。職員が安心して職

務に従事をしていただくためにも、早く建てかえをしなくてはならないのではないか、こ

のように思っております。 

 また、今道州制、これなども国のほうで言われております。道州制で、高知県では６つ

ぐらいに区切りがされるのではないか、このように言われておりますけれども、そういう

道州制が決まってからは、なかなか庁舎問題等についても建築が難しくなっていくのでは

ないか、このように私は思っております。できることならば早い時期にそういう検討委員

会を立ち上げ、建築に向けて進んでいく、これが大事であろうかというふうに思いますの

で、ひとつその点についてもう一度ご答弁をお願いいたします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 新しい庁舎をどういう形にするかということは、基本的にはその

場所によって大きく左右される事柄ではないかというふうに思っております。したがっ

て、まず場所をどこにするかということを特定をする必要があるのではないか。その用地

に見合った形の整備をするということにならざるを得ないと思いますので、今余談をもっ

てこういう形のものに整備をするということは申し上げかねるところでございますが、基

本的には問者おっしゃいますように、また、日南町でございますか、そこの例も参考にし

ながら、木質を貴重にした整備をしていくことが望ましいのではないかというふうに思っ

ております。 

 また、基本的には合併特例債を使ってやっていくということになろうと思いますが、庁

内プロジェクトチームでもこれまで検討した過程におきましては、単発の庁舎ということ

でなしに、複合的な庁舎ということで、例えば健康福祉センターを併設するとか、そうい

う案もございましたし、消防会館も改築の時期に来ておる、そういったことを取り込んで

はどうか、あるいは消防本部というようなことも検討課題に上がっておりましたが、それ

も基本的には敷地との絡みで方向づけをしていかんといかんというふうに思いますが、全
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額起債ということではなしに、できるだけそういう補助制度が使えるものは、積極的にそ

れを導入しながら、住民の皆さん方に親しめる庁舎をつくる方向ではないかなというふう

に思っております。 

 いずれにしましても、先ほど申し上げましたように、基本的には来年の１２月を目安に

方向性というものをしっかり打ち出していきたいというふうに思っておりますし、また議

会の皆さん方のご意見も十分お伺いをしながら中身を詰めてまいりたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） ただいま町長のほうよりご答弁いただきまして、来年の１２月

議会にはある一定の方向性をお示しができるということでありますので、ひとつ楽しみに

待っておりますので、どうか前向きな検討をしていただいて、早く庁舎ができ上がるよう

にお骨折りをいただきたい、このように思います。 

 それについては終わりまして、２番目の木質バイオマスペレットの考えはということで

お伺いをいたします。 

 四万十町には興津地区を中心に多くのハウスの園芸が盛んに行われており、特にミョウ

ガ栽培は県下一の生産高を誇っております。ハウス園芸は冬場の寒い時期、重油をたき、

加温しなくてはなりません。ところが、四、五年前から原油高ということになり、５年く

らい前には１リットル４５円前後であった重油が、現在では大変高騰いたしまして、１２

０円を超えているのではないかというような話も聞いております。ハウス農家は大変死活

問題でございます。また、このハウスは窪川だけではなく、十和、大正のほうにもこうい

うハウス園芸が盛んなとこがあって、そこらについても加温をして、重油代に大変頭を悩

ませているということでございます。これは最近、窪川の事例でございますけれども、窪

川地区だけで、昨年の資料では、イチゴ、キュウリ、ピーマン、ミョウガ、ニラなど２０

４戸が栽培をしており、その中で１９０戸ぐらいが加温をしております。ミョウガは比較

的加温が少なくて済むということでございますけれども、年間反当２１５万円ぐらいの重

油が必要だということが言われております。興津地区でハウスの面積が、１戸当たりの持

ち分が約３反ぐらいはハウスをやられておるということで、１戸当たり年間に６５０万円

から７００万円ぐらいの重油代がかかっておるということでございます。５年くらい前で

したら２００万円前後でこれが終わりよったわけでございますけれども、大変重油代が高

いということで農家も困っております。この点について担当課の課長はどのような認識を
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持っておられるのか、まずそれをお聞きしておきます。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 園芸農家の重油の高騰に伴う課の考え方をということで

ございますが、現在窪川と大正、十和それぞれ園芸農家ございます。特に今申されました

興津については、最近ミョウガの販売高が急激に多くなって１５億円を超えたというよう

な、ピーマン、ミョウガで超えた状況になっていますが、本当に農業経営の収支比率を見

ますと、極端に低下をしております。この中で、興津園芸農家とＪＡのほうで、現在木質

ペレットを使った機器をこの年末から導入をして実証試験をして、とりあえず１基の実証

試験ですけども、それをしながら六十数戸、ピーマン、ミョウガについてはちょっと農家

数は重複をしておりますが、まずはミョウガに入れていきたいという意向があるようで

す。ですから、町のほうもそういったところはご支援をさせていただければと思います

が、あとのニラとかそういった部外にちょっと紹介をしますと、今のところミョウガほど

の原油の利用はございませんので、興津のその導入を見て、今後の低コストにつながる収

支を検討しながら、導入に向けて取り組んでいきたいということでございますので、当面

興津のミョウガ、ピーマンについての実証試験をしていって、できれば導入に向けた取り

組みは支援していきたいと考えておるとこでございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 担当課でもいろいろな手を打って、ペレットの試験的な暖房、

これなども取り組んでいくということでございますけれども、今生産者が困っているのが

原油高、これが大きな問題だということであります。私たちもその打開策が何かないかと

いうことで、議会でも常任委員会のほうで検討いたしまして、この４月から梼原町の梼原

ペレットというところを視察研修をさせていただきました。この工場では、梼原町は県下

でも有数の林業の町で、町内山林から切り出された木材、この中で建築用材として利用が

できない、いわゆる廃材、もう山で切り飛ばして腐らせていくだけの木材がたくさんあっ

たわけでございます。これについては、四万十町どこの山をやりよる方も一緒でございま

すけれども、これに付加価値をつけるということで、梼原町ではその廃材を利用してペレ

ット工場をこの４月から立ち上げて、今操業をしているわけでございます。このペレット

にする原料の廃材でありますけれども、工場に持っていけばトン４，０００円で買い受け

てくれる、そういうことでございます。四万十町、町外の者はなかなか受け入れをしてく
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れないようでございますけれども、その町内の山師さんがそういう廃材を持ち込めば、ト

ン４，０００円で買い取ってくれる。林業も大変今厳しいときで、山の仕事をしてもなか

なか採算がとれない、赤字が続くというような山師さんもおるようでございます。その中

で、そういうようにトン４，０００円で廃材を、今まで山で腐らせていたものを買い取っ

ていただくということで、林業をする人にも大変ありがたがってもらっております。 

 我が四万十町も八十何％が山であり、林業の伐採、搬出をしている業者さんもたくさん

おるわけでございます。この四万十町でも、このペレット、これをこしらえる工場、これ

が今後どうしても必要になってくるのじゃないか、このように思っております。このペレ

ットでございますけれども、重油、１リットルの温度を上げるのに１２０円ぐらい、１リ

ットル１２０円ぐらいかかるわけですけれども、その温度の高さにペレットでやれば、約

４０円から４５円くらいでそのペレット代が済むという話もお伺いをしております。そう

することによって、その農家の方々も大変燃料代が安らかに上がっていく。そういうこと

になると、どうしてもこの四万十町でも梼原のようにペレット工場を立ち上げるべきでは

ないか、このように思いますけれども、お考えをお伺いいたします。 

○議長（味元和義君） 田辺林業政策監。 

○林業政策監（田辺由喜男君） お答えしたいと思います。 

 議員さんおっしゃるとおり燃料が大変上がったということで、木質バイオマスの有効利

用ということが全国で図られているのが現状です。木質バイオマスを利活用したペレット

工場につきましては、全国の工場がほとんどが製材工場やガス化発電の余熱を利用したペ

レットということで、エネルギーが有効利用に図られておりまして、梼原町とかというよ

うに、ペレット本体を主体にした工場でなくて、全国的には余熱利用というのが大半だと

思っております。 

 それと、ペレットの工場の稼働率というのも見てみますと、全国的に今３０％というこ

とも言われておりまして、需要先と工場のほうの連携がもう少しまた必要でないかという

ことも考えております。 

 木質バイオマスの利活用の方法としては、ペレット工場を早急に設置する方向でなく

て、議員さんおっしゃったように、価格的にも１キロ当たり２５円から４５円というよう

な開きがありますし、もう少し供給場所等の十分な調整とか協議も必要と思っておりま

す。 

 また、今議会にバイオマス等未活用エネルギー実証試験費補助金を上程しておりまし
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て、農林バイオマス資源を活用したエネルギー利用として、木材についてはチップ化、ブ

リケット化、それからペレット化、パウダー化等、いろいろな方法で新たなビジネスモデ

ルの可能性について調査を行うことにしております。この調査結果を踏まえながら、町と

して、先ほどおっしゃったように、園芸のほうにどういうふうにペレット、木質バイオマ

スが使えるかということを、今後十分に考えていきたいと考えております。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） ９月２１日の新聞にも、この梼原のペレットが大きく報道され

ております。梼原町では中学校の寮に間伐材を原料とした木質ペレットの燃料を使い冷暖

房を導入したと、また現在問題になっている地球温暖化問題があり、このペレットは二酸

化炭素も、ＣＯ２も少なく環境に優しいと言われておりますということで記事が載ってお

ります。また、梼原町では、今年末までには、雲の上のホテルの温泉ですか、そこにもこ

の木質ペレットで加温をしてやっていくという記事が出ております。うちの町にも松葉川

温泉があるわけです。その松葉川温泉も、以前は重油でこうずっと、今現在も重油で加温

をしてお湯を沸かしていったわけでございますけれども、大変重油が値上がりをいたしま

して、経営も大変松葉川温泉も苦労しておるようでございます。どうしてもこの町内にこ

ういうペレットを生産できる施設、これはどうしても今後必要ではないか、このように思

っております。 

 また、東又にも温水プールですか、これなどもあって、大変加温をする、今までは製材

の廃材などを利用してそれを加温しておったわけですけれども、なかなか今製材業も衰退

をして、その加温する原料が手に入らんということで、過日私のほうにも、何とかならん

ろかということで電話がありましたけれども、どこのそういう施設を持ってるとこも、大

変重油の高騰によって難儀をしております。 

 先ほど田辺室長のほうから、今後、直接この四万十町でペレット工場をではなしに、ほ

かでペレットになったものを買い入れて、園芸農家のほうへ、ボイラーなどに利用しても

らえるような検討していくという答弁をいただきましたけれども、やはり他の町村にそう

いうものができるのを当てにしているようではやはりいけんのではないか、自分とこの山

がたくさんあるわけで、その中から廃材が出ておりますので、そういう施設をどうしても

こしらえていくべきであると、このように思っております。そうすることによって、今林

業が衰退をしておりますけれども、山師さんが少しでも現金収入が入ってくる、こういう

ようなことになっていくのじゃないか、このように思っておりますので、再度お考えをお
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聞きいたします。 

○議長（味元和義君） 田辺林業政策監。 

○林業政策監（田辺由喜男君） 私のほうの答弁は、ペレット工場をここにつくらないと

いうことではなくて、もう少しそうするには検討が必要じゃないかというお答えをさせて

いただいたと思っています。 

 ペレットにつきましては、議員さんおっしゃるように、公共施設、中学校、小学校の冷

暖房や、主にハウス、それからいろんな温水プール等の熱源にされておりますが、まだこ

の地域、ペレットストーブというのが普及も、四万十町余りしてないと思います。やはり

町内くまなくペレットが使用されるには、やはりペレットストーブの普及等も見据えたこ

とも考えていかなくてはなりませんし、もう少し煮詰めたい。 

 それと、高幡木材センターとか木を扱う業界の方にも、十分なまた協議をしていただき

たいということもありまして、もう少し時間をいただきたいというのが私の答弁です。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 私の聞き間違いで大変失礼をいたしました。ぜひひとつ検討を

していただきたいというように思っております。 

 もしこの四万十町でこの施設を立ち上げるについては、なかなか町独自ではこういう施

設はできないわけで、森林組合、それからまたどこかほかの会社と第三セクター、梼原に

ついても町と森林組合とある一企業の第三セクターということで営業しておりますけれど

も、四万十町でこういう施設をこしらえるについては、やはりこういうような形になって

出てくるのではないか、このように思っております。 

 以前、同僚議員のほうから森林組合の合併、これについての質問もなされておりました

けれども、その中で町長は、本町にとっては林業の活性化については、本町で林業の活性

なくして町の活性化はないということで、以前答弁せられておりますけれども、森林組合

の合併、これについてはどのような方向に今推移をしておるのか、これは通告書には出し

ておりませんけれども、ひとつわかる範囲内で結構でございますので、森林組合の合併、

これについてのご答弁をいただければありがたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 私のほうが、現在森林組合合併協議会の検討委員と幹事

会の委員ということで出ていますので、承知しちゅう範囲内で支障ない範囲をお答えさせ
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ていただきたいと思います。 

 やはり今現在では、来年の４月１日を目標に、これまで検討会、さらには幹事会を数回

重ねてまいりました。一定の合併メリットを、現場、事務レベルが把握をしながら、現在

理事会のほうにその辺の状況を伝えながら、理事会決定ということになっておるようでご

ざいます。結局、合併協議会を設置する前段の理事会を開催してもらうというとこまで承

知をしております。その後、窪川、大正、四万十中央、それぞれ理事会を行った経緯があ

るようでございますが、その詳細については私も、まだ会議やっておりませんので、情報

としては入ってきていないですけれども、基本的なスタンスとしては、来年４月１日に合

併という方向では、現在までは検討されておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 今までいろいろお聞きしたわけでございますけれども、ペレッ

ト工場をつくるということになると、大変問題点もあろうかと思いますけれども、ぜひひ

とつ前向きなご検討をお願いをいたしまして、この問題についての質問を終わらせて、次

に移らせていただきます。 

 次に、町道管理についてお尋ねをいたします。 

 今年６月議会に、横断溝のふたのはね上げによる事故のことが２件報告されて、補償も

してきたわけでございます。町内には多くの横断溝があり、最近設置されたものについて

は、はね上がり防止の策も講じられておるようでございますけれども、昔の横断溝につい

ては、私たちの近くにもあるわけでございますけれども、通るたんびにガタンという音が

しておるというような横断溝がたくさんあるわけでございます。これについての担当課は

どのようなこの６月以降に調査をして、また対策をとったのか、この点についてお伺いい

たします。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） お答えします。 

 町道での側溝ぶたのはね上がり事故などのことでございますが、この調査、対策といい

ますと、通常の場合、職員の見回りあるいは現場へ行く途中での見回りになってきます。

地域住民からの情報等によりまして、緊急性の高い箇所から予算の範囲内で順次補修をし

ておるとこでございます。 

 通常の走行時に異常音がないとかという箇所につきましては、点検の抜かりがあったこ
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とは事実でございまして、今後とも気をつけてまいります。 

 なお、先ほど議員さん言われましたように、近年の施工した分につきましては固定式と

なっておりまして、危険性はないと考えております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 以前ちょっとお聞きしたがですけれども、なかなか直すにも予

算が伴うので、もうあれ、はね上げのふた、あれグレーチングといいますかね、これを２

つをバン線で縛り合わせて、応急的な処置もとってきたというような話も、私も耳にした

ことがあるわけでございますけれども、これはバン線で縛ったくらいのことでは、１カ月

やそこらはもつと思いますけれども、これも頻繁に通るようなとこでは、とてもこんなも

んではいけないのでないか。それで、やはりちゃんと予算を組んで、ボルトで締めつける

というような処置もしなくてはいけないのでないかなあというふうに思うわけですけれど

も、その点についてはどうですか。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） お答えします。 

 予算を組んで全箇所をやるというのにつきましては、莫大な量があると思います。現在

やっておりますのは、先ほども言いましたように、予算の範囲内ということに限られてき

まして、どうしても順位が低いものにつきましては応急的なもんとなってまいります。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 横断溝はそれといたしまして、四万十町には道路上からの落

石、これの危険箇所がたくさんあるわけです。私も山の奥で暮らしをしておりますので、

その入り口のとこは、雨の後などは、朝出るときには、石をのけて通らなければ車が通れ

ないというときがたびたびあるわけです。中には人間の頭ぐらいの石が道路の真ん中で座

りよるというようなこともたびたびあるがです。今まで余りそういうことで、落石でけが

をしたとか車が傷んだということは、ここ二、三年は聞かないわけですけれども、合併前

に旧十和村で、時にはそういう例が二、三例あって、大変危険な目に遭うて、おかげさん

で車だけで人身事故には至らなかったというような事例もたくさんあるわけです。これに

ついて、建設課あたりでは、そういう危険な場所、これについての調査、またその山肌を

調査をしたのか。また、その落石があった場合に、のり面からだけの落石だけではないと

思います。山の上から落ちてきた落石についても補償していかないかないがじゃないかと
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いうように思いますけれど、その点についてお願いいたします。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 町道への落石の危険箇所につきましては、工事などに、落石

のおそれのある箇所、こういった箇所につきましては、定期的な維持管理、点検を通じま

して一定把握をしております。これよくそういう危険、たびたび起こるというような箇所

でございまして、つい先日も台風１３号が通過しましたが、その日の午後、金曜日でござ

いますが、そういった箇所を把握しておりますので、そういった箇所につきまして皆点検

したところ、異常はなかったというところで、その明くる日に、土曜日ですが、来てみた

ところ、落石、点検後に落石があって通行どめになっておるという報告がありまして、急

遽職員に出てきてもらってのけたところでございますが、そのような箇所につきましては

一定把握をしております。部分的に防護ネット等の対策も講じておりますが、一部には老

朽化したネットとか、そういったネットの部分、中腹部分にも土砂がたまったりしており

ます。それはその都度補修や取り除きの維持補修を行っております。それ以外につきまし

ては、山肌の斜面につきましては、申しわけありませんが、詳しい調査はしておりませ

ん。今までに落石危険箇所として細かく調査しておりませんが、急傾斜地崩壊危険箇所あ

るいは土石流の渓流危険箇所等で上がってきております箇所に隣接しておる町道につきま

しては、該当する部分が多数あるかと思われます。そういった箇所の対策につきまして

は、維持補修工事のできる範囲、本当にできる範囲でございますが、の対応、それから道

路改良あるいは災害復旧工事等にあわせまして防護柵の設置をしてまいりたいと考えてお

りますし、また山腹、中腹からの落石等につきましては、県の治山工事等に申請をしてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 今課長の答弁でも、道路の危険箇所の道路の見回りはしておる

けれども、山肌からの落石、これらについての調査はまだできてないということでありま

す。今建設業も大変仕事がなくて、遊んで失業をとらせておるという会社も多くあるよう

でございます。そこらあたりについて、なかなか職員ではその危険箇所の山肌の調査、こ

れなんて到底無理であろうというふうに考えておりますので、業者さんに頼んで、それで

自分たちも、道路上に、木の上側に、丘側に石が大きなんがかかって、いつこけてもおか

しくないなというところは、いつも見るわけでございます。そういう石などを除去してい
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くというようなことも今後必要ではないか、このように思っております。そうすること

は、やはり予算も伴ってくるわけでございます。現在、当初予算で道路の維持管理費が

７，２００万円ぐらいだったと思います。また、今回少し補正が上がってきておりますけ

れども、とてもそれくらいの金額では、この広い長い町道を維持管理していくのは大変不

可能ではないか、その７，２００万円のほとんどは道路の草刈り、そういうもんにほとん

ど消えていってしまって、その危険な箇所の、さっきも言うたように、側溝のふたの取り

つけとか、また町道の上の落石の石の除去、これらについては到底金が回らんではない

か、このように思いますが、その点について、高瀬副町長、ひとつご見解をお願いしま

す。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 町道の維持管理につきましては、議員さんご指摘のように、広

い町内に隅々に町道が走っております。その管理費用、大変なことでございますが、集落

委託で現在町道の管理維持を行ってもらっております。そういった集落委託の継続と、そ

れから老朽箇所等につきましては中・長期の改良計画と、そういったところとの整合性も

図りながら、緊急性の高い箇所から順次局部改良を進めていきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 先ほど課長の答弁にもありましたけれども、なかなか限られた

予算の中で、一生懸命そこらあたりをやっていくしかないがじゃないかというような話も

出ておったわけでございます。防護柵をやるとなると、これは大変な金額が要るわけでご

ざいます。町のほうも予算的には大変厳しいものがあろうかと思いますけれども、事故が

あって、その後での悔やまれてもいけませんので、ひとつ町民が安心して通れる町道に、

今後積極的に取り組んでいただきますようお願いを申し上げまして、私の一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長（味元和義君） これで１５番竹内常喜君の一般質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまより昼食のため１時まで休憩をします。 

            午前１１時４０分 休憩 

            午後 ０時５９分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １１番松下和孝君の一般質問を許可します。 
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 １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 前もって通告いたしております３点について伺います。 

 まず１点目は、環境に関したことであります。 

 私は以前の一般質問の中で、ＥＭ菌のことをほんの少しだけ話したことがありますが、

今日はそれをメインにした質問をいたします。 

 今日四万十川に限らずあちこちの河川を見れば、だれもがよく気づくくらい非常に汚れ

ています。それなどには、いろんなたくさんの要因があるかと思っているとこでありま

す。そういった中で、住民の皆さんが直接身近な日々の生活の中に絶対的にかかわってい

るのが生活排水であります。これを避けて通るわけにはいかないのです。これが汚染の一

つの大きな原因だとも考えるところでございます。 

 少し余談になりますが、その昔、徳川政権の江戸時代の江戸やその他周辺でも、生活排

水等の環境汚染に対する環境対策があり、その中でも特に江戸はなかなか進んでおったよ

うであります。ちなみに１８００年の江戸の人口は１２０万人の世界一、ロンドンは９０

万人、パリは６０万人、かのニューヨークはわずか６万人だったそうであります。水道施

設も世界一だったそうであります。これもちなみにですけれども、テレビとか映画の時代

劇や落語の中に、あの八ちゃんとか熊さんとかで出てくる長屋があります。そこには井戸

がありますが、そこの下には木管、つまり木製のパイプでできた水道が走っていて、その

木管パイプに穴をあけて、その上の井戸に水がたまるような仕組みをしておったようであ

ります。その井戸を使用するときに、長屋の皆さんが集まっていろんな話をしたりコミュ

ニケーションを交わしたりして、それが井戸端会議という、そこから生まれたのは皆さん

の知るところであります。また、江戸の町は１番目に太陽熱とか光を利用したソーラーの

町、２番目がリサイクルの町、３番目がボランティアの町だったようであります。少しか

け離れましたけども、江戸を中心としたと江戸時代のころから、生活排水に対する対策の

環境対策は、事例はたくさんあります。そういったところからしても、生活様式の大きく

変わった現在は、特に生活排水は汚染の大きな要因の一つだと思うところであります。 

 そこで、皆さんもご存じのＥＭ菌、効果的有用微生物群、その菌を培養してＥＭ菌活性

液を町民全体に無料で配布することはできないか、そういった取り組みはできないかとい

うことを質問いたします。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 現在のところ、本町でＥＭ菌の無料配布という考えはご
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ざいませんけれども、近県の、隣の愛媛県の鬼北町では、家庭雑排水等処理をするのに、

環境浄化微生物えひめＡＩ―１をつくって、それを使用して、微生物の力で家庭排水の処

理を行いまして、水質の向上や汚泥の削減、消臭等の向上を図ってるということもありま

すので、この微生物というのは大変有効であるというふうには私のほうも認識はしており

ます。したがって、今後微生物の浄化について本町でも真剣に考えながら取り組んでいっ

たほうがという思いはあります。若干その時間をかけて検討していきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 時間をかけて取り組んでいくということですが、いろんな中で

物事が、できることからやっていくということが大事ではないかと思います。また、経費

も、これは余り高く経費は必要ないと、調べておるところではそうなっております。ＥＭ

菌液とか糖密液とか米のとぎ汁とか、実際にＥＭ菌活性液ができるまでのいろいろ研究を

しながら、実際に学習すれば、いろんな環境の浄化作用があり、環境保全型の農業にも期

待されるとこであります。 

 私の調べた自治体では、１次培養や季節や寒暖によって異なりますが、５日から１０日

間で培養できると、２００リッターのＥＭ菌、活性菌が完成する予定であります。また、

２次培養にも同じく期間がかかって、１次から２次までの間が約３週間、それのサイクル

をやってるようです。また、すごい用途が広くて、参考までに、対象となる場所というの

は、台所では電子レンジ、ガスレンジ、流し台、換気扇、部屋には廊下とか押し入れ、タ

ンス、布団、カーテン、エアコン、ベッド、フローリングなど、トイレではトイレ室内と

便器、ふろ場では排水口とか壁、浴槽、庭では庭木、花、野菜、それからげた箱やペッ

ト、車の中、車内、そして洗濯などがありますが、活性期は約１カ月間の目安、使い切っ

て、残れば排水へ流さないとその効果が薄れるということで、約１カ月をめどに使い切る

ということであります。なるべく早く使うほうが効果があるということですので。ある自

治体では、夏場はとても追いつかないと、特にことしの夏は頻繁でとても追いつかなかっ

たという話を聞いております。それで、検討するということでは、もちろん検討はしなく

てはならないですが、ある程度前もって私が通告しておるんですので、この場でぜひやる

という、実施するというようなことは、全国都道府県で３００カ所ぐらいですが、全国

で。私もインターネットで全部、事例がありますし、その自治体のあれも持っていますの

で後から渡しますが、ぜひやってもらいたいと。検討するは、もちろん検討しなきゃいけ
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ないんですが、ぜひ今のこの場でね、大した経費も要らないですね、これは。ぜひやるよ

うな、そういった、取り組めないかということで、もう一度お願いします。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 大変最近四万十川が汚れているということで、多くの方

からいろいろなことで注意を受けております。したがって、私どもも何かいい方法をと考

えておりましたけれども、先般隣町の、先ほど言いましたけども、鬼北町の話も含めて、

微生物のあり方について若干講義を受けたことがあります。したがって、いつと言われて

も、なかなかいかないかもしれませんけども、前向きにちょっと考えてみたいと考えてお

りますので、よろしくお願いします。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） もちろんここで、すぐあしたからやるというわけにいかないん

ですけども、これ僕が調べたの宇和島市なんですけども、環境課長の人と話し合ったんで

すけども、ぜひこれはね、四万十川では、合併浄化槽がありますけれども、これといった

取り組み、下水道はお金がかかるということでね、これ溝とかいろんな排水へ流せば悪臭

もなくなるし、農業とかいろんな方面での多目的に使えますので、ぜひやってもらいたい

と思います。そういうことでひとつよろしくお願いします。 

 それから２番目に、入札制度について伺います。 

 公共工事、事業の入札については、昔からというか以前から、いろいろ問題視されて、

課題の一つとなっております。せんだっての四万十町のケーブルシステムの入札に当たっ

ても、全体９社の中で６社が辞退、残り３社の中で１社が落札後辞退、あと全く異例の出

来事で、結果的には二者択一、２つのうち１つがとったというようなことになりました。

そういったことで、本来はケーブルシステムに賛成の人たちも、その件の賛否を問うとき

には反対に回るしかなかったというような話も聞いております。入札の基本であるところ

の正当な競争性、またその透明性、本当に入札して落札する気があるのかの真意性、予定

価格や最低制限価格の予定のあり方やそれなどの公表、またその公表の時期、入札後とか

入札前とかという公表の時期、落札後の契約制度のあり方、そして企業の育成の環境づく

りなど課題は多いかと思われますが、全体を通じて、この流れの中で改革するようなとこ

ろ、場所、そういった点はないか、その必要性はないか等伺います。 

○議長（味元和義君） 佐竹管財契約課長。 

○管財契約課長（佐竹節文君） お答えさせていただきたいと思います。 
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 問者言われますように、辞退の関係につきましては、ケーブルネットワークの入札につ

いてご質問だったと思いますけれども、入札辞退の一つの要因として考えられますこと

は、予定価格の設定が、機材等の高騰により、結果的には厳しいものがあったかもしれま

せんし、業者によってはそれぞれの理由があってのことだと思います。 

 入札参加については、競争入札参加資格審査の申請書を提出をしていただいております

ので、業者さんは本町の入札に参加を望んだものと考えられます。 

 それから、本町の入札の競争性、透明性についてということでございますが、業者間の

公正な競争受注機会の拡大と入札における透明性を高めるために、昨年４月に建設工事に

おける入札契約制度に関する基本方針を定めまして一般競争入札を行うとともに、これま

での指名競争入札におきましても、建設、委託、建設工事、委託業務につきましても原則

８社、また建築工事につきましても１０社以上の指名をしているところでございます。 

 また、昨年の８月には、建設工事総合評価方式施行実施要領を定めまして、入札金額だ

けによる落札方式ではなく、評価項目の得点の高いものを落札する総合評価方式を行うな

ど、入札契約の透明性を図っているところであります。 

 また、予定価格の事前公表につきましては、問者言われますように、これにおいては入

札前に公表いたしますと、予定価格が目安になり、競争が制限され、落札価格が高どまり

になること、建設業者の見積もり力が損なわれること、談合が一層容易に行われる可能性

があることをかんがみまして、入札前に公表していないこととしておりますけれども、地

方公共団体におきましてはそういった法令上の制約事がないことから、各団体において適

切な判断のもとで事前公表を行っているところでございます。 

 本町におきましては、１８年の臨時議会の議案審議等通じましてご提案をいただいたと

ころも含めまして、建設工事等に関する入札契約制度のさらなる透明性を図るため、入札

及び契約の情報の公表に関する基本方針を定めまして、１８年１１月から公共工事及び委

託業務について、一般競争入札は入札公告、指名競争入札の場合は指名通知を行う際に公

表を実施しているところでございます。結果、落札の一定の低下の傾向が見られるところ

でありますが、先ほど申し上げましたような弊害が今後において生じるならば、事前公表

の取りやめ等含む適切な対応を行わなければと考えております。 

 それから、企業の育成につきましては、地域の地場産業の振興、中小企業対策といった

政策目的から町内業者優先の発注を行っているところです。 

 以上、入札契約方法についての現状の報告をさせていただきましたが、全体的な改革に
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ついては特に現在考えておりませんが、研修会等に積極的に参加をいたしまして、先ほど

申し上げました予定価格の事前公表の有無等も含めまして、入札契約事務の取り扱いにつ

いて情報の収集を行いたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 全体的に改革せよというふうじゃなくて、全体の中の部分的に

する点はないかということであります。先ほど言った入札辞退というのは、先ほど課長が

言われた面もありますけども、いろんな価格の高騰とかあったんだろうと思いますけど

も、本当にやる気があったら、そこら辺の真意性が本当にあったのかということも一つの

疑問であります。２つには、予定価格と先ほど言うた最低制限価格は、最初から公表する

よりか後から公表したらええかなという面もあります。３つ目は、落札して契約するの

は、これは必然的なもんでありまして、そこでこの間のようなことが、まずないとは思い

ますけれども、現実にはあったわけですので、そこら辺の取り決めについて伺います。 

○議長（味元和義君） 佐竹管財契約課長。 

○管財契約課長（佐竹節文君） お答えさせていただきます。 

 業者さんの真意性ということでございますけれども、発注者側といたしましては、業者

の真意はわからないことでございますが、通常の入札に関しましては、業者さんは閲覧期

間に設計書、仕様書等によって十分な積算を行った上で、応札に臨んでいただいているも

のと私どもは考えております。 

 それから、予定価格の公表ですが、先ほど申し上げましたように、県下、国はやってな

いということですが、地方自治体においては事前公表を行っているところが多くありま

す。今言ったように、本町におきましても事前公表を行ってるわけですが、先ほど言いま

したように、同じことになりますけれども、弊害があるとすれば、また見直しも行わなけ

ればならないと考えております。 

 それから…… 

（１１番松下和孝君「落札と契約」と呼ぶ） 

 落札した後での契約行為がなされなかったということでございますけれども、１つは、

前回の議会でもあれですけども、保証金、大きな工事、町外的な、町外の業者さんの入札

に関しましては入札保証金等もまた考えながら、工事それぞれによって検討しなければな

らないと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） これは地方自治体によって、別に変えてもいいわけですよね、

やり方。国一律じゃなくてもいいわけですよね。私のちょっとした提案というか。予定価

格を先に公表すると、限りなくそれに近づけることもできますよね、それからまた反対に

最低制限価格を先に公表すれば、横一線で最低のものになって、くじ引きとかにすること

になって、企業の育成の妨げにもなるんじゃないかと思います。例えば、その中で、受け

る中で、その真ん中のセンターライン、センターラインを公表して、前と後ろは後から公

表するというようなやり方もあるんじゃないかと、いろんな人に聞いた話。そういう話に

なって、今日言うんですけども、その辺はいかがなもんやろかね。センターラインを公表

して、その幅は前と後ろどれだけあるか、それはわからんけど、センターラインを中心に

して公表して、前と後ろは後から公表する、入札後に公表する、そういうやり方もあるん

じゃないかと思いますが、その辺はいかがなもんでしょうか。 

○議長（味元和義君） 佐竹管財契約課長。 

○管財契約課長（佐竹節文君） お答えさせていただきます。 

 最低制限価格は、本町の場合事後公表となっておりますので、事前公表はしておりませ

ん。 

 なお、そのセンターラインの事前公表ということ、私初めて耳にするわけですけれど

も、妙に、どういった形の金額設定なのか、ちょっと自分勉強不足で申しわけないがです

が。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 別にこれは、絶対これがベストとするわけでも、ただ参考まで

に言うんですけども、例えば上限が１００万円で最低が５０万円だとするよね、そしたら

７５万円ぐらいにセンターラインを示しよって、上と下は公表しない、それ幅どれだけあ

るか別として、一応センターラインを公表して、その後で前と後ろを、上と下は後で公表

すると、センターラインだけを先に示すというようなやり方でやれば、また一つの案じゃ

ないろうかと思うんですけども、そういうことです、意味は。 

○議長（味元和義君） 佐竹管財契約課長。 

○管財契約課長（佐竹節文君） 例えば、今問者言われますように、１００万円の設計金

額、例えば設計金額あると、後で、５０万円が…… 
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（１１番松下和孝君「最低」と呼ぶ） 

 最低と、それで中の中間の７５万円が中間ですよということで事前に…… 

（１１番松下和孝君「公表して」と呼ぶ） 

（「一緒や」と呼ぶ者あり） 

 ということ…… 

（１１番松下和孝君「そう、ええ」と呼ぶ） 

（「こら真ん中とって」と呼ぶ者あり） 

 でしょうかね。 

（１１番松下和孝君「ええ、そういったことを今言よんです。

別にそれを今せえとじゃ……」と呼ぶ） 

 申しわけないです。すみません。私今ちょっと、いただいたところで、どういった形

で、ちょっと思い浮かばんがですが。申しわけありません。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 中間的な数値をとれば、当然予定価格と最低制限価格の金額も

…… 

（１１番松下和孝君「わからん」と呼ぶ） 

 おのずとわかってくりゃせんろうかと思うがですけども。 

（１１番松下和孝君「わからん」と呼ぶ） 

 確かに今入札の絡みにつきましては、最低制限価格の公表とかいろんな問題もありま

す。四万十町におきましては、合併前の各旧町村単位でそれぞれやり方等も違っておりま

して、今それを統一化しようとしているところでございます。要綱とか心得とかそういっ

たものも整理もしておりまして、順次その基準的なものに近づきつつあるというふうに思

っておりますが、なお入札の透明性、競争性、そういったものも見ながら、よりよい方法

が出てくれば、そちらのほうも検討していきたいというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 今当然上と下わかると言ったけど、それは今、例えば１００と

５０だから、７５だから上がわかるけど、この幅がどれだけ、１１０かもしれんし、下が

４０かもわからんし、その幅がわからんから、別に金額わかりません。そういうことでよ

ろしくお願いします。 
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 ３番目は、予防接種について伺います。 

 ことしの冬はインフルエンザが猛威を振るうおそれがあると報じられております。広義

の意味での風邪症候群であり、インフルエンザは全身症状で突然発症し、時には肺炎まで

進展します。重症化すれば死に至る呼吸器感染症であります。インフルエンザと肺炎は密

接な関係にあります。インフルエンザにはＡ型、Ｂ型、Ｃ型がありますが、大流行するの

はＡ型だと聞いております。１９９８年から９９年の冬のシーズンでは８０万人程度が感

染しております。その前の年の１年分の約６０％となっております。５歳から１４歳の年

齢層の人口の約６％に相当しております。世界的な流行では、人口の１０％から３０％、

つまり１割から３割がかかるようであります。Ａ型インフルエンザは特に変異する。変化

しやすい。今までになかった新たな型へと大きく変化したときには、世界的に大流行を起

こしております。１９１８年のスペイン風邪は、全世界では２，０００万人の人が死亡し

たと言われております。現在は医学が進んでいるので、そんなことにはならないとは思い

ますが、多分その時代には流行性感冒、つまり流感、はやり風邪などの予防接種など予防

対策はなく、インフルエンザ、脳炎、脳症、中耳炎、肺炎などの合併症はもとより、いろ

んな病気を併発したのではないかと考えるとこであります。ことしはインフルエンザが、

ともに肺炎も増えるのではないかと思われますが、現在は肺炎の予防接種もあると聞いて

おります。インフルエンザまた肺炎の予防接種に対する準備、確保はそれぞれできている

のか伺います。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） お答えしたいと思います。 

 今議員さんがおっしゃられましたように、インフルエンザの予防接種というのは平成１

３年から法的に定められまして、予防接種法におきまして、おおむね６５歳以上の方が接

種対象者となっております。それで、どこの市町村も一部公費負担で実施をしているとこ

ろでございます。これは、あくまで本人が希望する場合に接種をするという制度になって

おります。 

 準備状況ですが、町内の医療機関には、今月中にことしのインフルエンザの接種のガイ

ドラインでありますとか、そういうものを用いまして先生のほうには依頼と、それとその

際に必要な書類等については配付をする予定でございます。 

 それと、接種量、ワクチンの確保ということでございますが、県に確認をいたしました

ところ、１６年度に大流行があったわけですが、その際に一部の医療機関で不足をしたと
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いう事態があったということで、その後国のほうも対策をいたしまして、増産もしくは一

部の医療機関が買い占めを行わないようにというふうな対策を講じて、それ以降は十分見

込み量は確保されているということです。 

 それぞれ個別接種で医療機関で実施になりますので、町村としてその量を確保するとい

うことにはなっておりませんが、医療機関におきましても例年の接種量、人数等によって

確保いただいておるものと考えております。 

 それと、肺炎のワクチンの接種の件ですが、これはまだ予防接種法の定めはなくて、任

意接種という形でございまして、届け出の義務等がないので、そのどれぐらいの量が確保

されているかということについては把握はできてないんですが、町内では６つの医療機関

で予約制によって実施ができるというところになっております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 四万十町では肺炎のほうはまだ予防接種としてはやらないとい

うことですが、お聞きしますが、肺炎で亡くなった数というのは、人数がわかっておれ

ば、全国でどのくらいおりますか。また、四万十町ではどのくらいおりますか。わかって

おればでいいです。平成１９年度１年間で伺います。 

 高知新聞の三面記事の下の左の隅に、片隅に、著名人とか有名人などの死亡情報があり

ますよね、そこの中でも肺炎のため死亡したという記事を何度か見たことがありますの

で、その記事は全体からいえばほんのわずか、一部にも足りないぐらいの記事だと思いま

す。そういった中での情報ですので、その辺をもしわかっておれば伺います。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） すみません、正確な数字としては、申しわけないです

が、把握できておりませんが、ここ数年間は、肺炎で亡くなられた方が約１０万人ぐらい

いるという情報です。 

 申しわけありません。四万十町の人数もちょっと把握できてないんですが、死亡の原因

としては、がん、脳血管疾患、心臓疾患に続いて４番目に多いということになっておりま

す。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 四万十町内で肺気腫とか、死んだ人がわからんからわからんか

と思いますが、肺に水がたまってるとかという肺の疾患、そういった持ち合わせして毎日
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の生活を送ってるような人、大体どのぐらい推定されます。死んだ人わからんから、病気

になっちゅう人はちょっとわからんかもしれませんが。その人たちは特に風邪などにはよ

く注意しなきゃならないわけですよね、普通の健常者よりも。そういったことで、特に予

防接種も必要かと思うんですが、疾患、健常者含めて、は今さっき言ったように申し込み

しか、その対処の仕方はそういう仕方しかないわけですか。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） 肺炎のワクチンの接種の件ですね。 

（１１番松下和孝君「そうです」と呼ぶ） 

 申しわけありません。今現在では、医療機関の先生、医師の判断によって、そういう危

険のある方に対してはお勧めいただいてるというところです。また、後ほどの議員さんの

質問の中にも、肺炎球菌のワクチンについてということでご質問もあるように予定をされ

ておりますので、その際にはもう少し詳しく内容のほうは報告させていただきたいと思い

ます。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） ついでですが、最後に。今インフルエンザの予防接種やってま

すよね、本当の料金は幾らで、四万十町の補助金というか、は幾らですか。それから、肺

炎の予防接種は幾らですか。わかっておれば。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） インフルエンザの予防接種につきましては、県下統一で

助成の分についてはやっておりまして、４，５８８円が接種価格で、そのうち一部負担と

して接種を希望される方には１，０００円の負担をいただいております。生活保護の方に

ついては全額助成をしております。 

 それと、通常医療機関でインフルエンザを接種、この法の該当のない方、その場合は医

療機関が定める単価となっておりまして、２，５００円程度が多いようです。 

 それと、肺炎のワクチンにつきましては、全国的にも８，０００円、９，０００円とい

うところが多いようでして、町内で問い合わせをした結果では、最低が５，５００円、最

高が８，０４０円ということになっております。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 先ほど言われたように、死亡率が４番目ということですので、

今後ぜひ肺炎のほうも検討していただきたいと思います。お願いします。 
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○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） 肺炎の接種につきましては、全国でも、現在６月の時点

での製薬会社の調査、全国で７２の市町村が公費負担で何らかの措置をしているというデ

ータがありますので、それについてはまた検討していきたいと考えております。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 私今３つの質問をしたんですが、私十和村の時代に、２回目の

質問のときに、一般質問は反映されているかという質問をしたことがあるんですが、今日

の３つのことについて、ぜひ前向きで一生懸命検討していただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

 終わります。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君の一般質問を終わります。 

 ７番橋本保君の一般質問を許可します。 

 ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） それでは、通告に従って一般質問を行っていきたいと思います。 

 まず、職員採用と定数管理について質問をしていきたいと思いますが、いろいろとこの

問題については難しい部分もあろうかなというふうに私自身も思っております。そうした

中で、四万十町も合併して２年余りが経過をしております。そういう中で、ことしも職員

採用の公募告示がされておるわけでありますが、合併というのは定数問題も含め行政の効

率化、もろもろ協議をしてきた経過があります。今後四万十町の職員定数について、退職

者も出てきますのでいろいろあろうかというふうに思いますが、町としてどういう定数に

ついての展望を持っているのか、その辺をまずお聞きをしたいというふうに思います。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） お答えさせていただきます。 

 平成２０年４月１日現在で、本町の一般職の条例定数、これ３７４名になっておりま

す。現在の職員数は３４０名ということでございます。 

 平成１９年３月に策定をいたしました四万十町定員適正化計画の数値目標によります

と、平成１７年４月１日現在、旧３町村と１組合の合計になりますけれども、３７０名の

職員数でございました。これを平成２２年４月１日までに３２５名に減じていこうと、４

５名の減にしていこうという形で進んでおります。 

 職員数については、この定員の適正化計画を基本に定員管理を行ってきておるところで
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ございますが、今年度につきまして、特殊要因といたしまして、４月１日には診療所の看

護師５名の新規採用をいたしました。こういった特殊的な要因もありまして、平成２０年

４月１日現在では３４１名、これには定員管理上では教育長が含まれておりますので、こ

れ含まった人数になりますけれども、そういう形になっております。平成１７年４月１日

に対しまして２９名の現在減でございまして、進捗状況としましては６４．４％という形

で推移しております。今後退職予定者が出てきます。本年度は１０名、２１年度は行政職

定年また勧奨等も含めながら４名を見込んでおりますけれども、こうなりますと１４名の

見込みの人数になります。このため定員適正化計画の最終年度２２年度におきましては、

今の調子でいくと、それ以外の勧奨等が出てこない限り、若干その目標には到達しないと

いう状況にはなっております。 

 なお、今後平成２０年度からちょうど段階的に定年を迎える、向かっていく職員も多く

おりますので、２６年、次の適正化計画におきましては５４名ほどの退職者が出てくるよ

うにもなります。そういった大幅な退職者も出てきますので、今後におきましては組織機

構また事務事業の見直し等しながら対応、そして退職者に合わせた補充の採用ということ

も一定進めていくということは必要になってくると思います。現在のところでは、３分の

１程度の新規採用者を予定しながら定員管理をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） この定数については非常に難しいなというふうに思いますが、例

えば各課によって忙しいところと忙しくないというか、繁閑度が違うかなというふうに思

います。そういう中で、一定そういうことも考慮しなければならない内容だろうというふ

うに思いますが、加えて財政力の問題、そういったことも踏まえて、実際に明確な基準と

いうのはあるのかなというふうに思うがですが、その辺僕もわからんがですが、そういう

ものはありますか。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 職員の定数にどういった根拠があるかというところにつきま

しては、明確に四万十町が何名という形にはなっておりません。おおよそになってきます

けれども、人口何人に対する１人の職員、そういったものも基準にしながら、また類似の

市町村の状況の中で、定数はどこの辺に定めていくか、また特殊要因としまして、それぞ

れの市町村には特別な産業の関係もございますし、特別な首長の考え方で職員を多く張り
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つける場合もございます。そういった考え方で定員を定めていくという形で進んできてお

ります。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 先ほどのその話の中では、適正化計画の中で、２２年度を一定の

目安にしながらそういう計画を進めていくということであります。退職者についても、か

なりな数が今後出てくるだろうというふうに思います。そういう中で、大体３分の１ぐら

いな新規採用というふうなことも言われておりますが、来年については機構改革というふ

うなこともちらっとお聞きをしておるところですが、その定数の増減だけでなくて、やは

り効率的な人員配置、そういったものも非常に重要になってくるがじゃないかなというふ

うに思いますが、その中で事務とか技術あるいは管理、企画、そういう対人関係の中でや

はり幅広く見直しをしていく、そういうことが重要じゃないかなというふうに思います

が、そういうことから事務改善、例えば委員会、そういったものがここの四万十町の中で

は設置をされているのかな、いないのかなというとこがあるがですが、その辺ちょっと伺

いたいと思います。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 職員の適正な配置、また職員、もともと職員というのは、数

量的には人件費、コストになってくるわけでございます。他方、質的には人材という、成

長する可能性のある財産でもあるという考え方でとらえるところがございます。そういっ

た中で、非常に適正な配置をしていく、業務の見直し、そういったものを十分にしていき

ながら、適正に配置をされていくという考え方が必要になってきますので、その点絶えず

事務の改善をしていくということは必要であると思います。 

 今合併して３年を迎えましたので、そういった中では、支所の機能のあり方、本庁の機

能のあり方というのを見直す時期にも来ておりますので、その点につきましては来年度か

けまして十分な形を検討して、職員が適正に配置される、また少ない人数でも回っていけ

る、行政サービスができていけれる、そういう組織をつくっていくというふうに考えてい

きたいと思います。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） この定数については、やはり人数の云々だけではなくて、やはり

適正な配置をしながら効率よくやっていく、そういったことが必要になってくるんじゃな

いかなあというふうに思います。その中で、定数を一定のものを確保していくということ
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が望ましいだろうというふうに思います。 

 そういう中で、改善委員会なりやはり庁内に設置をしながら、常にそういったことをや

っぱり検討しながら、いろんな見直しをしていくべきじゃないかというふうに思いますの

で、今後そういう機構改革をされる中で、ぜひともそういう委員会も設置をされてやって

いただきたいというふうに思います。その点についてお伺いをしたいと思いますが、いか

がですか。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 庁内に検討部会を設置するという形は、これから十分検討さ

せていただいて、来年度のうちには十分にその内容については検討していきたいというふ

うに思います。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） はい、わかりました。そういうことで、ぜひ努力をされていただ

きたいというふうに思います。 

 それから次にですが、職種について伺いたいと思います。 

 職種については行政職と技能職がありますが、技能職については調理師あるいは学校校

務員あるいは水道技術者などがあろうかと思います。行政改革プランの中で、２４年度を

めどに一定の見直しをしていくという方針が出ております。とすれば、今後その技能職の

職員採用はなくなっていくのかなという印象を持つわけですが、その辺についてちょっと

お伺いをしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 技能職の採用試験につきましては、今後は検討しておりませ

ん。 

（７番橋本 保君「採用せんということ」と呼ぶ） 

 はい。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） そういった行革プランの中で一定の方針が出されているわけです

が、今回窪川の給食センターの開設がされるわけですが、その中で非常に多くの町民から

問い合わせが来ております。多分行政あるいは教育委員会のほうにもそういう問い合わせ

が来ているかなあというふうに思いますが、その中で調理師とか配食の採用試験があるの

かないのか、今からの検討になっていくわけですが、この行革プランに私も異を唱えるつ
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もりはないわけですが、ただこういう技能職についての問い合わせが非常にあるというこ

とは、ある意味で住民にとったら非常に魅力のある一応制度というふうな形に自分はとら

えております。そういう中で、例えば給料表とか賃金表を町の条例によって制定をして、

そういった技能職への道筋を残していく、新たな職員に準じた形でのそういう給料表と

か、ああいう賃金表ができるのかどうか、その辺のことをちょっとお聞きをしたいがです

けど、いかがですか。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） お答えさせてもらいます。 

 この技能職の採用を控えておる、また今後もその予定がないといいますのは、現在のと

ころ４１名の技能職員がおります。この技能職員につきましては、従前から言われてきて

おりましたけれども、民間の企業で従事されている方との賃金の格差といいますか、が非

常に高額になってきておるということで指摘がされてきております。また、民間でできる

ものは民間でやっていただこうと、こういった行政サービスのあり方という見直しもされ

てきております。こういった中で採用を控えていこうと、不補充でいこうという考え方で

きております。 

 平成１９年７月に技能労務職員の給与等の総合的な点検の実施についてと、また技能職

員等の給与等の見直しに向けた取り組み方針というものが総務省の中から通知、またその

指針の提出を求められてきております。非常に今後、先ほども言いましたけれども、民間

の人たちがやっていただいてるそのサービスとの格差があると、四万十町におきまして

も、形は若干違うかもわかりませんけれども、その指標があらわれてきておるというとこ

ろもございまして、今後については民間のほうに委託ということも検討していきたいとい

うふうに考えております。 

 また、ご質問の給料表の位置づけができないかということでございますけれども、自治

体それぞれが給料表を定めるということはできんことはないと思います。以前につきまし

ても、そういった自治体での給料表というのを定めてやっておるところもございますし、

そういうふうな形で考えてる自治体も多いかと思いますが、先ほど申し上げましたよう

に、四万十町としては国の出した指針に沿うて、現業の技能職員については不補充で、民

間の方々にできる仕事であればお願いをしていこうという考え方でいっております。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 一定の方向性は私もわかっているわけですが、この問題について
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は別の場で議論をしていかなくてはいけない内容かなというふうにも思いますので、また

そちらのほうで議論をしていきたいというふうに思います。通告よりずれていく可能性が

ありますので、その辺はまた別の場所で議論をしていきたいというふうに思いますが、一

つにはそういう給料表、賃金表のあれについては一定できるというふうな認識でよろしい

んですね。 

 それでは、次に移りたいと思いますが、次に職員採用で年齢枠の制限があるわけです

が、今回、８月２９日の新聞に、県の上級職採用試験３４歳枠ということで出ておりまし

た。つまり、２９歳から３４歳までに引き上げたことが、そういうふうに載っておりまし

たが、四万十町も現在採用試験の告示がされております。その中で、看護師は４０歳、そ

れから行政職が３０歳という条件が定められていますが、行政職と看護師の年齢、４０と

３０という年齢差があるわけですが、これについてはどういう経過の中で年齢枠が定めら

れてきたのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 問者のご質問どおり、一般行政職につきましては３０歳、昨

年度、今年度もですが、採用される看護師につきましては４０歳の年齢枠を設けておりま

す。採用試験に当たりましては、従来から特に一般行政につきましては、長期勤務をして

いく中でキャリアを形成するという観点から、新規学卒者を中心に募集、採用を行ってき

ております。こういった形である一定上限を定めて採用するという方法をとってきており

ます。看護師につきましては、大正、十和地区の看護師になるわけでございますので、非

常に採用、募集といいますか、採用になる方につきましても、条件的に配慮しておく必要

もありゃあせんか、多くの方々の採用をさせていただけるような環境をつくっておくとい

うことが必要じゃないかということも想定した中で、４０歳という枠にさせていただいた

というところでございます。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 看護師の採用年齢の関係につきまして、私のほうからちょっと

補足をさせていただきますが、一般行政職と違いまして、看護師の場合は即戦力といいま

すか、当直等もあるわけでして、なかなか看護学校を卒業した看護師が即当直に入った

り、あるいは医師の指示のもとで治療行為を行うということは非常に難しいわけでござい

ます。人命にかかわることでもございますし、要は即戦力ということを考えまして、ある

一定実地の経験のある者ということを勘案した結果、４０歳ということも一つの要因でご
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ざいます。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 看護師の場合には即戦力になるというふうな答弁をいただいたん

ですが、今まで、合併前も含めて、ずっと４０歳できたのかなというとこもあるがです

が、旧大正、十和、窪川で。その辺の採用状況をちょっとわかっていたら教えていただき

たいがですが、十和の場合はどうでしたか。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 十和の場合は、私の記憶違いかもしれませんが、多分３５歳を

一つの基準としていたがじゃないろうかというふうに記憶をいたしております。大正の分

についてはちょっと把握をしておりません。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 私も多分３５歳という制限枠が一定設けられていた時期があった

かなというふうに思います。それから、今回４０歳というふうな５歳の引き上げというこ

とになっております。うがった見方の中で、採用前からこの人が採用されるがじゃないか

というふうな、憶測ですよ、の中で、そういう一定制限を設けてきたというふうなことは

ないというふうに思うがですが、そういうことも含めて、やはりこの採用については一定

の明確な基準、そういったものがある意味では必要じゃないかなというふうに思っており

ます。 

 そういう中で、今回県の枠が、上限が広げられたということで、今後四万十町において

も、看護師については４０歳という枠を設けられておりますが、例えば四万十町でもこの

行政職が３０歳から３４歳あるいは３５歳、そういう引き上げができないのか、その辺の

ことをお伺いをしたいというふうに思います。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 採用枠の拡大、県がことしの４月ですか、されておりまし

て、民間から養うた能力、感性、そういったものを生かして人材確保をしていこうという

考え方で採用枠を広げたことが新聞に載っております。確かにご指摘のような豊かな職務

経験を有する有能な人材を確保するということには、この年齢に関係なく採用することが

非常に大事になってくるのではないかというふうには思います。今までは採用してそこ

で、地域の中で人材を育てていくという経過がございますけれども、ある一定今の社会の

中でリーダー的に、また地域を活性化する一つの手段として、県がとりましたような採用

- 80 - 



枠の拡大ということも視野にして検討していく方法もとらえております。 

 そういったところで、今後、先ほど私が言いました大幅な退職が出てくることもござい

ますので、そういったことも想定しながら、一定そういうような検討ということをしてい

かなければならないんじゃないかなというふうにも考えております。今後検討していきた

いというふうに思います。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 先ほどの課長の答弁の中で、やはり長期的な雇用の中でキャリア

を育てていくと、キャリアを生かしていくというふうなこともあろうかと思います。それ

から、副町長の言われた即戦力ということもあります。そういう中で、例えば民間の勤務

経験の中で培ってきた能力や感性というのは即戦力になるがじゃないかなという印象を持

っております。 

 今回の場合も、平均年齢が３１．２歳ということで、３０歳で切られた場合には、３

１、３２、そういう方はもう採用が当てはまらないということになってまいります。そう

いうことも踏まえて、やはり来年度からはそういうことも一定視野に入れながら、検討し

ますということでありますが、行政の検討しますというのは単なる検討というふうに僕ら

は思っていますので、やはり前向きに検討していくというふうな、前向きをぜひとも入れ

て答弁をいただきたいと思いますが、町長、いかがですか。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 多才な人材を確保するということからしますと、年齢制限を拡大

をするということがよりベターであるというふうに思っております。ただ、これまでの経

過からしますと、一般行政職については、これは基本的には終身雇用みたいな格好になる

わけでございまして、我々とすればトータル的な年齢構成がどうなっておるか、それも勘

案をしつつ、やっぱり一定の年齢制限を決めざるを得なかったというところでございまし

て、例えば現状で申し上げますと、４０代の半ばから５０代前半にかけて非常に団塊の世

代が固まって多くおります。また、３０代の半ばから３０代の後半ぐらいまで、非常にい

びつな構成になっておりまして、今後長期を見通した場合には、やっぱり特に若い２０代

の職員が少ないということでございまして、トータル的に今後平均的なバランスを保ちな

がら職員採用をやっていかんといかんのじゃないかなというふうに思っておるところでご

ざいます。ただ、総務課長も申し上げましたように、近い将来相当大幅な単年度で退職者

も見込まれると、そういったこともございますし、あるいは問者おっしゃいますように、
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年齢幅を緩めて一定の経験のある民間人を登用していくという観点からすれば、この年齢

制限については今後見直しをしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） ぜひともそういう、確かに年齢構成もあろうかと思いますが、や

はり経験豊かな人材、あるいは幅広い形の中でのやっぱり職員採用、そういうのが一定必

要じゃないかなというふうにも思いますので、前向きに今後検討していただきたいという

ふうに思います。 

 それから続きまして、２点目でありますが、住民が満足する行政運営とは何かというこ

とで、非常にテーマがつかみにくいというか絞りにくいというか、そういう印象もあろう

かというふうに思いますが、私の視点で伺っていきたいというふうに思います。 

 行政が住民に提供するサービス、つまり住民が満足をすると、行政からのサービスを受

けて満足をしていく、そういうことは何を基準にしているかというふうなテーマでありま

すが、いわゆる広義の意味での行政サービスあるいは公共サービス、そういったものは今

回は省いていきたいというふうに思います。いわゆる狭義、つまり狭い範囲の中での行政

サービスについて伺っていきたいというふうに思いますが、例えば職員と住民との関係

で、住民が今一番何を望んでいるのか、あるいは何をしてもらいたいのか、そういう視点

なわけですが、つまり直接住民と向かい合う部署、例えば窓口業務でもいいし、例えば土

木とか林業、そういった住民の要望を受けて対応していく、そういう部署ですね。そうい

った中で、何をやはり基準にして住民に対応していくのが、一番住民が満足をしてくれる

のかなという観点から、幅広いあれになるかもわかりませんが、課長の思いで、まず住民

の満足するサービスとは何かということをお聞きをしたいというふうに思います。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 地方分権が進展する次第、市町村の役割というのは非常に大

切な形が生まれてきております。高度、多様化、そしていろんな住民のニーズに対応して

いくということから考えますと、多角的な方面の行政サービスを求められてきております

ので、そういった住民の多様な価値観に対応する、そういった必要があります。そういっ

た必要を実施していくには、やはり住民サービスの基本的なところは、まず最初に一義的

には公益性、またそれを行っていく実施義務、これの大小がそのことを決めていくのでは

ないかというふうに思います。やはり公務員である以上は、いろんな要望に公益的に対応

し、それをすぐさま実施に移せる、そういった義務、これの大小がそのサービスの満足度
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の基準になってくるのではないかなというふうに思います。いろいろとこの考え方の中に

は、それだけではいかないというところもございます。現在これくらい地方が抱えておる

問題がある中で、そのことだけではなし遂げていくことはできない、住民のサービスを、

満足度を高めていくことはできないというふうにも思います。まず、受動的な与えられた

業務だけを行っていくというのではなくて、やはり職員としては積極的に町民の意向を酌

み取り、能動的に変化していくと、そういう対応というのがこの満足度の判断になってく

るのじゃないかというふうに思います。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） ありがとうございます。課長の言われた住民の要望に応じて、公

益性を持ってすぐに実施をしていく。私もそのとおりだというふうに思います。つまり、

住民が満足するサービスとは、私の視点では、やはり与えられた仕事をてきぱきと迅速に

行うことが、住民が一番満足するサービスではないかなというふうに思います。というの

は、私自身も以前そういう仕事をしておりました。そこで、住民からの要望を受けて、笑

顔とか挨拶とかそういったものを抜きにして、やはり仕事をきちっと早くしてやるという

ことが一番のサービスだということを、自分自身も身をもって経験したことがあります。

それが住民が一番満足することだよということを、私自身も住民に教えられたことでし

た。 

 そういうことで、やはり行政というのは、住民の要望を受けてすぐに対応してやる。そ

れはできる部分とできない部分が確かにあると思います。そういう中で一定取捨選択をし

ながら、できないものはできませんと、これはちょっと難しいなということは、そのこと

をきちっと伝えていくと、そういうことをやっぱりやる。これはできそうなね思うたら、

積極的にそれに取り組んでいく。やっぱりそういう姿勢が一番行政の中には求められてい

るんじゃないかなというふうに私は思っております。このことについては職員能力も含め

て関連をしてきますので、能力開発についてと一緒に質問をしていきたいというふうに思

います。 

 その中で、確かに人それぞれ能力の違いがあります。例えば、事務的にきちっとできる

人、あるいは技術的にきちっとできる人、いろいろ能力的な部分であろうかというふうに

思います。その中でやはり大事なことは、そういうこと、与えられたことをいかに早く能

力を持ってやれるかということですが、それはうまく行政の中で適材適所の中へ配置をさ

れて、やはりその能力がそこから生かされているかどうかということが一番の基本になる
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がじゃないかなというふうに私は思います。 

 そういうことで、職員の能力開発ということについて何か基本的な取り決めというか、

四万十町の中で指針というか基本的なものがあるのかどうか、その辺をちょっとお伺いを

しておきたいと思います。基本方針みたいなもんがあるのかどうか。 

○議長（味元和義君） 浜田総務課長。 

○総務課長（浜田好清君） 現在、四万十町の人材育成の基本方針は定めております。そ

の方針に沿うて四万十町の職員の職員像といいますか、どんな感覚を持って行っていくか

ということを進めております。この人材育成というのは、先ほどもちらっと披露させても

らいましたが、大きな財産であるというふうに思います。そういった意味では、職員の能

力を開発、また育成、これを最重点に置くということが、ひいては町民のサービスになる

のではないかというふうに、重要な問題として考えております。 

 四万十町が今行ってる各種研修につきましては、こうち人づくり連合によりまして、そ

れぞれの段階研修、専門研修、そして全国的な研修等を計画的に実施はしております。そ

れについても毎年割り当てをいたしまして、積極的に研修をしていただくということも取

り組んでおります。それ以外に、やはり四万十町の人材をどのように進めていくか、そう

いった検討委員会を今現在立ち上げております。この人材育成基本方針に沿うて、どんな

人材に育てていくか、それぞれの項目を描きながら、それが生かされる方法、例えばやは

りその職場の風土を盛り上げる管理職を、本当にその課が研修を踏んだ後の対応に生かし

ていただける、そういった一つの職場風土をつくっていく、職員が研修をしやすいよう

な。それぞれこの風土にもいろいろな形のとらえ方ございますので、生かせる形、みずか

ら学んでいけるような形、そういった職場、四万十町の職場風土にしていくということが

ねらいでございますので、今後この検討委員会を中心に実施した評価等も含めまして検討

して、その実践に移していきたいと考えております。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） そういった検討委員会も設けながら、この能力開発をしていきた

いという中身でありますが、こうやって地方分権が進んでいく中で、職員の能力開発とい

うのは必要不可欠であろうというふうに思います。四万十町をやっぱり活力ある町にして

いくために、ぜひともそういうことを取り組んでいただきたいというふうに思います。 

 以前、十和の時代には県庁に、人事交流を行っていましたが、今はそれはやられてない

ですか。やられてない。いろいろ内容的にはどうかなというとこもあるがですが、十和の
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時代に、たしかうちから七、八人が高知県庁のほうに行かれた経過があります。私が見る

には、帰られてから非常に能力が伸びたなという、やっぱり対住民との関係、能力的な関

係、そういう面で非常にすぐれているなと、変わったなという印象を僕持っております。

若いそういう方が今育ってきているんじゃないかなというふうに思います、四万十町の中

で。ということは、やはりそういう、例えば県とかあるいは民間会社、そういったことを

含めてやはり研修をさすことが、新しい四万十町の中で非常に力を出してくれるんじゃな

いかなという印象を持っておりますので、ぜひともそういう形のものがとれるようであれ

ば、今後ぜひともそういう研修の場を職員にどんどん与えてやっていただきたいというふ

うに思います。 

 何というても組織というのはやっぱり人です。人の力がもう一番じゃないかなというふ

うに思います。長期的な視野に立って、総合的にやっぱり人材を育成していく、そういう

ことがこの今四万十町でも急務になるんではないかなというふうに思っております。そう

いう能力開発をされた方が力を出してくれることは、非常に四万十町の中で意義のあるも

のになるというふうに思っております。また、職員をやっぱり生かすためには適材適所、

先ほども言いましたが、そういう配置をやっていく、これがやっぱり四万十町の命運を握

るかぎではないかなというふうに思っております。 

 先ほど言いましたが、折しも来年４月にはそういう機構改革が計画をされているという

ことであります。管理監督者として意識改革も大変重要だと思います。町長としてこうい

う問題にどういう決意で取り組んでいくのかお伺いをして、私の質問を終わりたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 県、とりわけ現在の市町村振興課あたりへの派遣については、私

も旧窪川町時代はそういう派遣もやってまいりましたが、でき得ればこれはぜひやってい

きたいというふうに考えております。 

 ただ一方では、先ほどのご質問とも関連をしますが、定員管理の中で職員数がかなり急

激に減ってきておる。そんな中で、業務はむしろ地方分権の進展の中で増えてきておると

いう状況がございまして、なかなかそういう余裕を生み出しにくいというのが実態でござ

います。加えまして、県への派遣以外に今のところ、租税債権管理機構あるいは高幡広域

の一部事務組合への派遣とか、そういう派遣も求められておりますし、近々また後期高齢

者医療連合への派遣とか、そういう話も出てこようかというふうに思っておりますが、や
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はり長期を見据えた能力の高い職員を育成をしていくという点においては、県への派遣と

いうのが非常に有効であろうというふうに思っております。 

 機構改革に合わせまして、そういう余裕が生み出せるかどうか、今は何とも申し上げら

れませんけれども、そういったことも視野に入れて検討していきたいというふうに思って

おります。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 消極的なご意見をいただいたわけですが、確かに財政的には厳し

い状況があろうかというふうに思います。町長も県庁上がりですので、町長の能力を見た

らすばらしいと僕らは思っています。そういう能力の中で、やはり同じように職員を高め

ていく。そういうことは、やはり余裕は、町長、つくらんとこれはできんと思います。や

はり余裕ができてから派遣をしていくというふうなことではいかんがじゃないかというふ

うに僕は思っています。やはり余裕はみずからつくり出してそこへ送り込んでいく、それ

が四万十町には財産としてはね返ってきますので、そこが大事じゃないかなというふうに

思いますので、やはり積極的にその余裕をつくって、財産をつくって、やはり四万十町を

これから豊かな町にしていくというその決意が私は欲しいと思います。そういうことで、

町長の答弁がなければそれでいいんですが、ぜひとも積極的に余裕をつくっていただい

て、能力のある職員をつくっていただく、そしてそれを住民に還元をしていく、そういう

ことをお願いして私の質問を終わりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君の一般質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまより２時４０分まで休憩をします。 

            午後２時２４分 休憩 

            午後２時４１分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ５番山岡義正君の一般質問を許可します。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） それでは、議長の許可を得ましたので、通告書に従って一般質問

を行いたいと思います。何分先ほど来一般質問をほかの方々がされてる中で、手直し手直

しをしておりましたところが、一般質問でやる案件が真っ赤になるばあ修正してしまいま

したので、多少前後するところがあるかもわかりませんが、ひとつご容赦のほどお願いい
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たしたいと思います。 

 それでは、通告書にありますように、ケーブルシステムの将来像とその実効性を問うと

いう、おっこうな話になっておりますが、今ある計画のうちのその確認と、そして将来に

向かってのその計画についての質問を行っていきたいと思います。 

 現在進められているケーブルネットワークシステムについては、多少なりとも理解をし

ているところではございますが、四万十町前期振興計画ではケーブルシステムに関連する

予算が２２年度で終了されるようにとられておりますが、その後の計画が明らかにはされ

てないようでございます。そこで、当初町長の行政報告の中にもありました現在の見るテ

レビから使うテレビへと、行政報告の中でも言っておられますが、このネットワークシス

テムそのものの進化も進めなくてはならないと考えておるところでございます。 

 その今後の計画と実効性についての質問をいたします。 

 我々議員の中でも、私は今回視察研修の中で、政策提案をできる研修をとの議長の指示

に従いまして研修を重ねてきたところであります。そういった意味で、私は鳥取県の八頭

町の給食センターの視察旅行に行ってまいりました。この件につきましては、給食センタ

ーのことについてでございますので、教育民生常任委員会の中で議論をさせていただきた

いと思っております。 

 今日は、もう一方行ってきましたケーブルネットワークシステムの構築と機能の充実と

いうことを目指して、米子市の中海テレビのほうを視察研修をしてまいったところであり

ます。あっちこっち行ってますのですみません。中海テレビを視察旅行したところでござ

いますが、この中海テレビは営業成績が非常に良好であり、また若者の雇用創出にもつな

がる安定した経営がされておりました。しかしながら、私の今回の視察に関する考え方と

少し違いますのは、ケーブルシステムを勉強するためにと思っておりましたが、少し感覚

がずれたところがありましたので、この件について中海テレビのほうにもお聞きしたとこ

ろ、今後将来的にはこの中海テレビの中でも相互通信ができ、そういった中で独居老人等

の管理も含めたことにつなげていきたいと、ネットワークシステムを相互通信できるネッ

トワークにしていきたいというお話もお伺いしました。 

 私たち旧窪川町の出身の議員であります。私が窪川町の議員のときに、郡の議長会の指

導を受けまして、県外研修を行ってまいりました。そのときに行ったのが、群馬県の南牧

村でありました。南牧村では、ケーブルテレビ、そしてインターネットはもとより、告知

放送、緊急通報、在宅医療管理システム等非常に導入されておりました。当時、旧窪川町

- 87 - 



ではケーブルテレビを初めケーブルシステムの敷設計画はなく、研修自体そのもんもいつ

の間にか忘れてしまっておりました。ところが、合併後、２０１１年地上デジタル放送が

完全放送化されるということになりまして、本町ではケーブルネットワークシステムが導

入され、ケーブルテレビ、インターネット、そういった環境整備が進む中、南牧村の研修

を思い出したわけでございます。今後のネットワークシステムの方向性について、関連し

たご質問をさせていただきたいと思っております。 

 まず第１点、現在行われております計画の中での告知放送、緊急放送の通達方法につい

ての具体的な方法をお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 先ほど質問の前に、前段議員おっしゃられました南牧村です

かね、そこでのケーブルテレビも聞いたことがございます。まさに村が運営するケーブル

テレビで、少ない１，５００人ぐらいの村でしたでしょうか、その中で、高い料金、料金

としては、加入料は１０万円かしらんいただいて、月々の料金も３，０００円とかなんと

か、少ない加入世帯ということで、運営にも非常に高い住民にも負担を求めながらやって

いるところだと聞いております。それも１００％の加入で運営しているように聞いており

ました。 

 それから、議会の視察で行った中海テレビ、この内容は、民間のケーブルテレビ放送局

ですので、そういった意味での公益性というの非常に難しい、研修内容としてはなかった

ものかもしれません。ただ、ここの有名なとこは、コミュニティーアクセスチャンネルと

いいまして、住民がいろんな形でそのケーブルの番組を使いながら伝え合うということで

全国的にも有名なケーブルテレビ局でございます。そういった意味では研修ができたかな

というふうに思っておるところです。 

 それから、ご質問のあります告知放送、緊急放送の関係でございます。これの内容につ

いてですけど、基本的には緊急時の情報手段として、四万十町全域に整備するものでござ

いますが、１つは、災害時の発生においての吹鳴等、それから緊急時の告知する放送の２

つの役割を担っております。その伝え方の一つは、屋外拡声機を設置します。おおむね現

在のところ全地区で２５０カ所、ことし行ってる範囲では１０８カ所ということになって

おります。それと同時に、少ない世帯といいますか、大鶴津、小鶴津といったとこで、屋

外告知よりも屋内告知端末機の設置のほうが合理性があるといったようなとこについて

は、戸別の受信端末機を置くようにしております。その設置数は３地区でおおむね１，５
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００機、今回の工事区間では８００機ぐらいを想定をしております。ただし、これについ

ても、実際机上といいますか、現地を図りながら見たわけなのですけど、現実そこがいい

かどうかといった判断は、実際設置しないと、もっと具体的な位置等の確定というの難し

いと聞いております。十和の場合にも、工事をしながらその位置の判断をしたということ

も聞いておりますので、現実これから、机上だけではなくて、例えば消防の分団長なりと

か区長さんなりとか一定のご意見を伺いながら、屋外告知施設のスピーカーですか、それ

の位置の決定に至るんではないかというふうに思っております。 

 それから、その施設をどういうふうな形で告知していくかということでございますけ

ど、基本的にはだれも使うことができます。というのも、電話で、基地局といいますか

ね、そこを呼び出して、暗証の信号を送って、それから電話で話をすることができるとい

うようなことになっております。例えば、当然ながら親機の操作卓を置いておるセンター

局舎でもできますし、それからあと子機を置きます本庁と大正、十和は総合支所、興津出

張所、それから四万十清流消防署及び西分署には親機もしくは子機を設置しております

し、先ほど言いましたように、そこに向けての制御、電子制御といいますか、電話での制

御での放送もすることができます。例えば、災害時、町長がどこにおりましても、町長の

肉声、電話を通じた感じでの肉声での一斉放送ということも可能でありますし、区長さん

がその地区のエリアに対して、その地区の情報を流しをするということも可能になってお

ります。 

 それからもう一つ、県内で初めて緊急地震速報、Ｊ－ＡＬＥＲＴといいますけど、それ

も行っていくような段取りもしておるところです。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 確かにそのとおり、わかりました。 

 ところが、１つ、先ほど鶴津地区の話も出ました。そういった中で、今回ケーブルテレ

ビを各家に引くところ引かないところ、そしてまたそういった中で、屋外用の拡声機、そ

の中で入っていく、こういった問題の中で、災害対策で一番問題になるのは、せっかく屋

内に告知機を置いた中で、ところが余りやかましいから音を下げて、さあ地震だというと

きに、そういった中ではそういったことの情報が入らなかったというようなこともありま

す。また、それは、告知機のあるところはいいですが、全員に行くわけじゃないんではな

いかなというふうに考えておるところでございます。そうすると、未加入の家庭への告
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知、端末告知、こういったことについての対策はとられておるかどうかということを重ね

てお聞きしたい。 

 それと、せっかくの告知放送として、放送だけだと思います、今回は。というふうに考

えるわけでございますが、先日議会運営委員会の中でも、実は一般質問についての通告

書、この取り扱いについて、ファクスで連絡がとれないものかということで確認をいたし

ました。ファクスでの申し入れも構わんじゃないかというような話もしたところでござい

ます。これからは、そういった中で、行政の告知、こういったことについてはファクスで

も通用していくんじゃないかなというふうに考えておるところでございます。例えば、こ

の告知のファクスにつきましては、費用もかさみますが、逆に言えば、例えば区長さんの

ところへ置いておって、会への出欠の確認とか、またそういった中で文書的なものを流し

て、そっからファクス流して、区長さんにほかの方へ回覧してもらうというような方法も

考えられるんじゃないかなというふうにも考えておるところでございます。 

 この２点について、どのような計画されておるかお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 緊急告知は、いわゆる公の役割だと思います。そういった意

味では、ケーブルテレビに加入してるしてないにかかわらず、通知すべき内容だと思って

おります。そういった意味では、例えば五、六地区の、五、六人世帯の集落で非常に離れ

ておると、連檐していないというような地区については、屋外の告知施設よりも屋内の告

知施設のほうが合理的であるというような判断もされるとこもあろうかと思います。そう

いったとこについては、ケーブルに入っていないとこについても当然引き込みをし、屋内

告知の端末機を置くというようなことになろうかというふうに思います。現実ある地区に

おいても、２世帯の地区でしたでしょうか、入らないというようなとこも聞いておりま

す、現段階で。それについても、当然屋内告知の施設については引きますよといったよう

なことは話してはおるところです。それ、そういった形で対応していきたいというふうに

思っております。ただ、人数が、世帯数が少なくても屋外での、いろんな入り込み客がお

るといったようなとこもあるかもしれません。そういった意味では、必要に応じて現地の

中で判断することもあろうかと思うわけなのですけど、少ないからといって屋外施設が要

らないということにも当たらないかもしれません。そういったこと、現地踏まえながら具

体的な対応していきたいというふうに思っております。 

 それから、議員のほうからファクスの告知をということのご提案をいただきました。基
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本的には、今回のケーブルでは、テレビの放送のみならず通信の設備も一緒に各家々まで

運ぶようにしておりますので、当然ファクスも可能、それを使ってのファクスも可能で

す。ＩＰ電話に加入すれば、当然ＩＰ電話を使ってのファクスということも可能ですの

で、基本料金は当然現在のところ６００円ぐらい課すでしょうか、そういった利用でも可

能ですし、区長さんにファクスの機器を置くか置かないかということ、当然お金がかかり

ますので、そこら辺の検討も当然必要なわけなのですが、そこら辺利用度があるかないか

検討していきたいというふうに思っております。 

 それからもう一つ、それは区長さんに対する行政からの情報伝達の方法でといったよう

な感じの提案だと思うわけなのですけど、今回のケーブルテレビの中にデータ放送といっ

た機能も加えるようにしております。四万十ケーブルテレビ、１１チャンネルになるわけ

なのですけど、その中で、データ放送のｄボタンを押したら、その中でデータが送信され

るようになります。それで、いわゆる区長さんの回覧なりとか住民さんへの回覧といいま

すか、そういった機能もあわせ持ってやれることになろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） ぜひそういった方法を使いながら、せっかくこういったものをや

るわけで、やはり町民全員が同じような利益を享受しなくちゃならないと思っておりま

す。ぜひ全員に同じようなサービスが行き渡る方法をとっていただきたいと、そういうふ

うに考えております。 

 それで、ロでございます。緊急通報システムと在宅健康管理システムの導入についてで

ございます。 

 こういったことは、総合通信システムが今回可能であるというふうに聞いております。

独居老人からの緊急通報システム、これは万が一というときに、どこかへ通報を送り、そ

してそっからすぐに手が差し伸べれるというようなものも必要じゃないかなというふうに

考えておるところでございます。 

 先ほど申し上げました南牧村においては非常にお金もかかりますが、在宅介護支援セン

ターを終日２４時間回っておるそうでございます。そこへいろんなデータが入る。例え

ば、我々も本当あと５年もしたら、非常にそちらのほうへ近いようになります。そういっ

た中で、今嫁さんがおるけええようなもんの、ひとりになったときに、嫁さんに逃げられ

たら困りますが、ひとりで生活をする方にとっては、非常に緊急な事態に陥ったときに、

- 91 - 



どういった通報システムがあるかというようなことになったときに、やはりこういったも

のがあると、それを使うことによって、何かボタンを押して、そしたら介護支援センター

なり、そこまでいくかどうかわかりませんが、そういったところに集約して、そこからす

ぐに手だてがとれるとか、またそれから、今からますますメタボに、私なんかもメタボに

近いんですが、そういったことで、血圧とそれからいろんなことを情報を送り、管理監督

していただきたいというものが今後ありゃあせんかなと。また、そういった健康管理シス

テムによって、各一人一人、若い人は関係ないかもわかりませんが、老人の方々にとって

は非常に助かるんじゃないかなと、またそういったことが今後の健康向上にもつながって

いきゃあせないかなというふうに考えております。 

 そういった意味で、こういった緊急通報システムとか、それから在宅健康管理システ

ム、こういったものの導入を考えられておるのか、それからこれは財源が整えばすぐにで

も手だてのできるものであるかどうかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） まさに議員さんおっしゃるように、この情報基盤整備のため

に整備するのではなくて、いかに利活用するかいう、本来の目的でもあります。そういっ

た意味では、緊急通報情報システムとか在宅での健康管理システムとかといったような、

当然そういったような、日本語で言ったらわかりませんけど、片仮名で言うたらアプリケ

ーションというわけなのですけど、そういったようなことは当然開発していく必要があろ

うかと思いますし、それから国のほうもそれに対する支援策ございます。津野町でもその

在宅の健康管理システム、多分今やっていると思うわけなのですけど、ＩＣＴ活用モデル

事業というので、１００％の定額事業であるわけなのですけど、それを活用して３年間や

っておると聞いております。そういう意味では、ケーブルの説明会のときにも、十和で実

験的にやりました在宅での健康支援をどう進めていくかということも、当然これから検討

する必要になろうかと思いますし、それから前、戸田議員さんからやったと思うわけなの

ですけど、自分らも、郵便の配達、新聞の配達するときに、おるかおらんかの安否の確認

を独居老人なりにしていきゅうと、何かの形でそこら辺安否確認の制度できんかと、ケー

ブル使ってという話がございました。まさにそこら辺の生活反応といいますかね、現在で

も湯沸かしポットでの、使ってるか使ってないかというのを電話回線通じて東京なりの親

御さんに知らせるという制度、そういう機器があります。そういう意味では、各家々に通

信基盤も整いますので、それなりの機器を親御さんなりが買うていただければできるとか
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といったようなことは当然できましょうし、それに対する、できれば金銭的な支援という

ことも検討する必要があろうかと思います。いずれにしましても、いろんな形で活用がで

きますので、今後も、現在のところ、いろんな皆さんのアイデアも求めているところです

けど、庁舎内での。また、庁外でも委員さんとして、広がるつながる委員会という住民交

えた委員会もこしらえております。そういった中でもいろんなアイデアを出していただき

ながら、なるべく費用もかからないような知恵を出し合いながら、そういった使えるテレ

ビにしていきたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 大体わかりました。またそれについては、ニのケーブルシステム

の維持管理、あとの国の財政援助等については、またもう一回改めてご質問したいと思い

ます。 

 それでは、ハの災害時の断線回避ということでございます。これは課長もご存じのとお

り、今中海テレビのほうでも、これは山間部、こういった面においては、ケーブルテレビ

のシステム上、断線の場合には非常に時間がかかると、これの回復のためには数時間を要

するというようなことが言われておりまして、中海テレビのほうでは複線をされてるとこ

ろもあるというふうに申しておりました。こういったことについて、素人ではなかなか私

たちも判断ができないところでございますが、一部単線、一部複線というような方法が使

えれるもんか、もし使えれるとしたら、やはり災害時に危険度の高いところにおいては、

そういった方法もとられていいんじゃないかなというふうに考えるところでございます

が、こういったことについてどのように考えられておるかお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） それこそ四万十町の地域特性といいますか、本流、支流の川

沿いにずっと集落が点在しているということで、非常に放射状にケーブルを配線しなけれ

ばならないという、非常に安定性といいますか、そういった災害時の断線の危機回避に非

常に困難なところでもあります。そういう意味では、山を越えながら断線しても今度は反

対側から通信が流れてこれるようにとか、それから先ほど議員さんおっしゃいましたよう

に複線化、当然そういう対応には強みを持つわけなのですが、非常に予算もかかるという

とこがあります。そういった意味で、四万十町の場合、本流でしたら対岸にも入っていま

す。対岸と国道沿いといいますか、そういう意味では複線化に近い内容にもなっていると

思いますし、それから梼原も今回ケーブルをやるようにしておりますし、四万十市の西土
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佐地区もやるようにしております。それから、黒潮町もケーブルの計画をしております。

そういう意味では冗長性というわけながですけど、そういうつなげることによって断線し

たときのバックアップといいますかね、そこら辺ができると思いますので、いろんな手を

使いながら、有線の弱みといいますかね、もういたし方ない弱みというのが現実あるわけ

ですので、そこら辺は回避しながらやっていきたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） ぜひそういった方法なりを考えることによって、なるべくそうい

った断線の場合に長時間情報が送られないようなことのないように手だてを打っていただ

きたい、そのように考えております。 

 それで、ニですが、ケーブルシステムの維持管理に対する国の財政援助はということで

お聞きをしたいと思います。 

 今後の財政負担が非常にどうなるやらわからんねというようなことをいろいろ言われて

おりました。今後維持管理費に、ついてもどのくらいかかるんじゃろというような、いろ

んな人に聞かれます。そういった辺について、実はこのケーブルシステムについての、有

線テレビですか、これについては補助対象事業ではあるわけでございます。当然そのとき

にはそういった補助を受けて、この工事が行われるわけでございますが、告知放送であ

れ、そして緊急通報システムと、それからこういったものについては、やはり公共のライ

フラインのこれは一部になってくるんじゃないかなと。要するに、道路とか道路事情、橋

の事情、こういったものは財政需要額の中に算出根拠として出ておりますが、しかし、僕

がよう見んか勉強不足かわかりませんが、このケーブルシステムについては、一般通信事

務の中の電線とか電力とか、そういったものと同じような対応を受けちゅうんじゃないか

なというふうに感じて、その需要額の算定基準の中にどうも入ってないんじゃないかなと

いうふうに感じております。実は、南牧村で聞いたときには、この事業については、一部

やと思います、全部やないと思いますが、一部特別交付金の中で算出されるよというよう

な国の話を受けたけんど、実はいまだにそれがどこへ来ゆうやらわからなよっというよう

なことが言われておりました。そういった意味で、このケーブルシステムを敷いたとき

に、これはあくまでも公共で使うもんであって、一公益事業の中でやっておる事業ではな

いと思っております。ライフライン、町民のライフラインであり、そういったものを守る

ためでございますので、今後もこういったことについては交付税の対象になってもおかし

いことないんじゃないかなというふうに考えて質問するわけですが、現在財政需要額の中
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にそうしたものが含まれるのかどうか、それからまたそういった維持管理に対しての国の

交付金等において援助も受けれるかどうかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） それこそこのケーブルについてはいろんな、国の施策であり

ますブロードバンドの全地域でできるようにとか、地上デジタル対応を２０１１年までと

かといったような、いわゆる国策に対しての整備支援もあって、それをこたえながら、四

万十町としても、不採算部門である部門について公の責任といいますか、公平な環境整備

ということで、都市部だけでなく辺地も含めて全町域でやっていこうというような方針に

なったところです。そういう意味では、国もそれに対する支援策をやっていったというこ

とになれば、当然それの維持管理に対しても、不採算部門で運営しているということも現

実ですので、支援をしていくというふうに考えております。 

 例えば、ライフラインであります電話とかといったようながについては、ユニバーサル

サービス、全国共通でということで、それなりの国の施策の支援もしながらというか、各

世帯で６円でしたかね、そういった形で固定電話の維持管理もできるような形にしており

ます。そういう意味では、国もこの不採算部門といいますか、辺地での整備を進めて、総

体的に採算性が悪いといったようなとこについては、施設整備だけじゃなくて運用面も支

援、そうしていくといったような話は、県の段階ですけど、県の情報政策課の段階での話

は聞いております。多分２１年度から制度化されるというふうに思うわけなのですけど、

まだ国から具体的な制度は示されておりません。そういう意味では、先ほど言いますよう

に、当然支援策は出てこようかというふうに思います。 

 それから、その整備について県のほうも、行政報告でしたかもしれませんけど、施設整

備費の５％について基金に積み上げて、５年間でしたでしょうか、すみません、担当でな

くて詳しく知らなくて申しわけないのですけど、支援制度もできております。そういう意

味では、５年間ということであれば、それなりの期間の維持といいますか、その支援もし

ていただけるものというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） そういった形で県なり国なりの施策が出てくるということであれ

ば、またそれなりに対応していっていただきたいと思いますし、またそういった策がない

とすれば、自分たち議会を含めても、やはりそういった方向性つけて、こういったことに
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対しては国へも働きかけをし、前向きに進めていきたいと思っておりますので、ひとつ町

長のほうもそういった方向では、住民に余り負担がかからない方法をとってやっていただ

きたいというふうに考えております。 

 それで続きまして、あっ、町長。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） 私のほうからちょっと補足してお答えを申し上げたいと思います

が。 

 実は、どなたかのご質問の関連でお答えしたかと思いますが、せんだって県知事に対し

て要請を行いました。県としてもできる限り施設整備なり、あるいは運営費について助成

をいただけないかということで、ことしの春お願いをしましたところ、早速取り上げてい

ただきまして、去る６月県議会で方向性が出たところですが、先ほど企画課長が申し上げ

ましたように、施設整備費の５％相当を翌年度交付をすると、それを基金として町で積み

立てて、後年度の償還にあわせて取り崩して償還に充てると、そういう制度を本町の要請

に基づいてつくっていただいたものです。そういうことで、後々の公債費負担も相当軽減

をされるということになるわけでございますが。 

 なお、企画課長も申し上げましたように、国に対してもできる限りの要請は今後してい

く必要があろうというふうに思っております。恐らく交付税の基準財政需要額には当然算

入されるであろうし、それから特別交付税なりの対象には少なくともなるだろうというふ

うに思いますが、あとそのほかにも制度的に助成措置ができないかどうか、また関係町村

とも連携をしながら要請をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） ぜひそういった意味で、町民に負担がかからない、またそういっ

た形でサービスができるような方法をとってもらうようお願いします。 

 それでは続きまして、２番目でございます。旧窪川町の市街地の用水路、下水路の状況

と吉見川の清流保全並びに水害対策を問うというふうになっておりますが、実は旧窪川町

市街地につきましては、非常に昔から田んぼも多くて、青線も入り、赤線も入り、そうい

った中でごちゃごちゃっとした町の中にあるわけでございます。その中で、用水路という

か下水路、雨水、この区別、用水に使った部分、それから下水を流す部分、それから雨水

を流す部分、雨水、特に側溝になると思いますが、そういったもんの区別ができておるの

かどうかということをお聞きしたいと思います。 
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○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） お答えします。 

 用水、下水、雨水の区別でございますが、用水路といたしましては、かんがいや水道、

工業用、発電用などの主に人間の経済活動のために人工的につくられた水路、これ用水路

というふうに言っておりまして、本町では一般的な使われ方は、農業用のかんがい用水路

ということでございます。それから、下水路といたしましては、用悪水路と言われており

まして、悪水の排除、これは雨水も入るわけですが、雨水も。そのための水路及び下水道

として整備して公共の用に供されておる公有の施設、水路を指すものでございまして、こ

れが下水と、下水路と言われております。雨水の雨水路としては、特段には区別はされて

おりません。雨が降れば用水にも流れていくし、下水にも流れておると。旧窪川の市街地

におきましては、本町幹線と琴平幹線という雨水専用の下水路が設けられております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） そういった中で、私以前に窪川町のときにもお聞きしたことがあ

りますが、実は下水路を含めたそういった、下水路とは申しませんか、そういった下水を

流すものについての整備、これは、簡単に言えば、今琴平川がきれいにああいったような

形でされておるわけですが、それにつなぐ青線、谷の水も入っていますし、用水というん

で、昔は用水が入っておったであろうというようなもの残っておりますが、こういったも

の。それから、金上野から続く一つのこの、こちら側、川の南、川南の分については水路

が入ってきておると、これが青線の中でも現存しておると思います。ところが、この現存

しておる青線部分が途中途切れておるわけでございます。現実にこれは水路として用を足

りなしてないんですが、一部それをつなぐことがええかどうかということわかりません

が、窪川におるときに、これの改修が何とかできないかなと、余りにも下水が流れ込むと

ころがあるから、これを改修できないかなということでお話をしたこともありますが、こ

れはなかなか水利権、水利組合がある以上は勝手につつけんよということ言われました。

これはそういった水路、水路というか下水路というか、そういった溝の整備につきまして

は、町民課を含めていろんな補助金も出ておるようですが、手をつけるわけにいかん、建

設課が直すわけにもいかということで、非常に難儀をしておるところでございます。こう

いった中で、下水が詰まる、下水が詰まるというたらおかしいんですが、そういった、用

水路か下水路かわかりませんが、青線がそのまま残って、そこが利用されてない関係で、
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そのまま詰まって問題になるといったことが起こっております。 

 そういったことについて、これは今後、いずれにしても、吉見川の保全等含めてそれを

きちっとせんといかん。これが、そしたらそのためにはどうするよと言ったときに、その

水路の改善事業もやらなくちゃならないというふうに考えております。これについては、

やっぱり水利組合があれば水利組合との話し合いをきちっと持って、町の対応すべきとこ

ろは町に対応してもらう、また水利組合がやるべきところは水利組合にやっていただくと

いうふうな方法を使うてでも、早くきれいにしなくってはもう本当に、先ほど松下議員も

言われましたが、汚水についてのＥＭ菌を使うとかなんとかという以前の問題で、どう流

すよという問題がかかってきておりますので、ぜひそういった方向については、どのよう

に整備の計画があるか、そういったことについての整備の方法等があればお聞きしたいと

思います。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 整備計画についてでございますが、用水路につきましては、

先ほども議員さん申されましたように、水利組合からの申請がなければ、これは水路によ

って受益を受けるということになりますと、当然負担金、土地改良法による負担金も発生

してきますので、そちらからの申請が必要となっております。町道の側溝兼用となってお

る区間につきましては、一部改修が行われておる箇所もございますが、町なかの施設につ

きましては、用水路としての改修はほとんどできてないのが現状でございます。 

 それから、今後の改修計画ということでございますけれども、これにつきましてはまだ

そういった水利組合との話し合いもできてない状況でございまして、現在そういう計画と

してはありません。ただ、そういう場合、町道の側溝兼用となっておるような箇所、そう

いった箇所につきましては、水利組合とも話ができて改修できるという場合を考慮いたし

まして、町道の修繕経費といたしまして、国の交付金事業、これの５カ年計画へ上げさせ

ていただいておるところもございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） そういうふうに、権利がある以上は踏み込むわけにもいかないか

もわかりませんが、町の発展のためには、やはり譲るところは譲り、お互いに、お互いに

というたらおかしいんですが、町のほうも折れて、また水利組合の方にも折れていただい

て、どういうふうなきれいな使い方があるやということを模索して、そっちの方向づけを
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していくべきであるし、またそういうような努力をすべきであるというふうに考えており

ますので、一層そちらのほうへ取り組んでいただきたいと思います。 

 それで、ハですが、下水処理のために今後の計画ということでございます。 

 現在、四万十川方式は、浄化槽は３カ所、香月が丘、それから吉見町、それから本町、

中に３カ所設置されておりますが、実は自分も市街地の中におるもんで、吉見川沿いの住

宅に住まわれる方々は、下水を直接吉見川のほうに流されております。その反対側といい

ますか、裏側に、川沿いやなくてその裏側になるわけですが、道路沿いにおられる方は、

中央簡水があり、それから向こうへ集約した琴平川の集約施設へ持っていくというような

方法で、その下水がある程度は処理されております。ところが、今回も、今回といいます

か、この臨時でもそうでしたが、四万十川の景観条例がきちっとして決定されました。ま

た、この前には四万十川条例もあります。いろんな意味で、四万十川の浄化とそういった

ものについては、いろんな条例なり景観条例なりがいろいろ設置されて進んできておりま

すが、この吉見川にそのまま垂れ流しになりゆうというものを見れば、前にも、僕が一番

思ってるのは、四万十川を汚すがの元凶は窪川の市街地じゃないかなと。この四万十川の

中で、上部で人口密集地を持つのはここで、窪川町が一番人口密集地であるというふうに

考えております。こういったことでは、清流保全とか口先でええこと言うて景観条例やっ

たり何やっても、やはり一番のもとになる川そのものが汚れてしまうと、これは何の意味

も持たないというふうに考えておるわけでございます。これについての、吉見川へそのま

ま直接流す、こういったことに対する今後の対策、これからそういった四万十川方式を言

われた浄化槽をつくっていくのか、今合併浄化槽がずんずん整備されて、そういった意味

ではある程度下水に対しての浄化は進んでおりますが、今後の計画としてどのようなこと

が考えられておるかをお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えいたします。 

 先ほど議員おっしゃるとおり、やはり合併浄化槽を設置していくという方向で町として

はいっております。本来公共下水というのが最も効果的かもしれませんけれども、という

のは町なかにおいてはなかなか、密集して家も建っておりますし、合併浄化槽の設置、槽

の設置がなかなか困難ではないだろうかというようなことを含めて、公共下水のほうがは

るかに効果的とは思われますけれども、なかなか設置するについても高額にもなってまい

りますし、従来の流れから申しますと、やっぱり合併浄化槽を推進していきたいと、その
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ように考えております。 

 排水路については、ちょっと全体にどれが排水で、どれが用水かというの、先ほど議論

がありましたけれども、ちょっと私のほうでも十分な把握ができてませんので、今後建設

課のほうとも議論しながら確認をしていきたいと考えております。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） ぜひそういった方向で進めていかんことには、川というものは汚

れる一方であるというふうに考えます。 

 そこで、何ですが、ついでにというたらおかしいんですが、合併浄化槽のことについて

１つだけ、自分がちょっと疑問を持っちゅうもんで、今後考えていただいたらということ

で、ここで取り上げさせていただいておきますが、実はこの合併浄化槽というのは、今募

集中ですよね、それを、施設やられる方。これ人数が決定されるんですよね。で、人数が

決定された上、次に補助金がおりてこの事業を行う。そういったことの中で、実は私とこ

ろ数年前になりますが、実はこの申請をして、当たるやら当たらんやらわからんけんど、

当然そういったものをやれば補助金ももらえるんじゃないか言うてやったところが、その

後になって、くじ引いたら外れちょったということで、つくったわ、負担はこっぽりしょ

っとかるうたようなことがあります。そういった意味では、前向きな取り組みをさすこと

で、これは事業をしたいから申請をするということであれば、全体総額何ぼの中で、例え

ば１０人が１５人に増えれば、それを１５人で割るというふうな方法もあるんじゃないか

なというふうに、負担をとにかくみんなにやめらす。そしたら、今やったら、１０人でや

れば５人があぶれて、全部自己負担なんですよね、あれ、次にやれば。そういうことでは

なかなか前向きに進まんということですので、これは通告には入ってないんですが、合併

浄化槽の件に関して言えば、そういったことについての今後の取り組み方、これについて

もう少し再考していただきたいというふうに思います。それについては、課長、どういう

ふうに思いますか。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 言われるとおり、いざやったもののつかなかったようで

はどうにもならないということで、ここ２年ぐらいですかね、５年間の国、県の事業入れ

て、今合併浄化槽の設置をしておりますので、要望になるべくこたえれるように、例えば

今６５件が出ていると思うんですが、昨年度も６０件で、すべての方に漏れなく工事のほ

うを免除ができたということでしておりますので、ことしもその範囲、例えば途中多少増

- 100 - 



えても、その５年の範囲で総額が決まっていますので、若干、１２月なら１２月の機会で

お願いすると、ちょっと増やすという形はとれると。なるべく不都合のないようにできた

らいいかなと考えておりますし、それからもう一点、先ほどの吉見川、大変厳しい状態だ

と思います。その中で、今現在議員おっしゃるように、四万十川方式が３カ所設置されて

まして、琴平川においては流域で２，０００人分の処理をしていると、それから本町にお

いても１，０００人分の処理をしているというようなことで、かなり地域の汚水について

は処理ができているんじゃないかなと。僕もちょくちょく吉見川を最近見にも行くんです

が、最近増水しましたんでね、当然きれいなんですけれども、水が前よりはかなりきれい

に、じゃないかなと思って最近は見ております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） そういった形で浄化槽のほうもひとつ取り組みをやって、将来的

に、向けてやはり、吉見川の清流、吉見川の清流とは申しませんが、吉見川を守ることに

よって四万十川を守っていくという方向で、いろんな政策を打ち出していっていただきた

いというふうに思います。 

 それで最後になりますが、市街地における水害対策の基本的な考え方ということでござ

います。 

 これは以前から言われておりました吉見川の逆流防止については、これは組合との設置

等含めて、今現在行われておるというふうに聞いておりますが、ところが先ほど申しまし

たように、川沿いの家庭については、こういった太い排水口があるわけじゃなくて、小さ

い排水口が全部各家庭から出ております。これから実は逆流をする分が結構多いというふ

うに思います。これは以前の、ここ二、三年前の工事のときにもそうでしたが、管が詰ま

ったというて、それからじわりじわりじわりじわりとしみ込んできて、入り込んできて、

本町の下の部分がつかったというような現状になっています。これは、そのときにはすべ

て各家庭の小さい排水口からの流入、逆流によるもんでございました。そういった意味を

含めて、これ堤防がいっぱいになったときにはどうしても起こり得る現象だと思っており

ます。これは、そのときには中へ降らなかったわけで、それに引き続いて町の中に雨が降

っていたとしたら、非常にこれはもう対策のとりようがないというふうな現状にもなった

んじゃないかなというふうに考えております。 

 そういった意味で、吉見川の問題は水害対策ということでございますが、大雨が降れ
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ば、すべてこの市街地に一カ所に集まる、これについてどうしようもなくなるわけです

が、この水を、なかなか難しい工事になりますが、以前いのの枝川が随分とつかっており

ました、いつもこれは。それで、どうするよということになったときに、やっぱり分水を

したという経緯がありますよね。今回仁淀川へ直接流すといったような方法を考えた上

で、水害を防いでいくというふうな方法も考えるわけです。こういった意味で、上流部に

降った水を直接四万十川へ流す方法はないものか、また四万十川でなければほかへ流す方

法はないものか、そういった根本的な水害対策があるかどうかということ、非常にそうい

ったことになると、太いお金もかかりますし、それから１回、下元議員ですか、質問され

たときに、ここへ貯水池があると、貯水池をつくるには太い金額が要るよというようなこ

とも言われておりましたので、ぜひその件について、貯水池をつくるのがええか、水を分

水してどっかへ流すんがええか、こういったことについての根本的な考え方があれば、そ

の計画をあればお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 現在吉見川の河口には、河口から日ノ出橋までの間でござい

ますが、この間に大きさが１５０ミリから１，８００ミリまでのさまざまな大きさの排水

口が両側合わせて５５カ所出ております。そのうちフラップゲート等が設置されておりま

す箇所は、昨年設置しました４カ所含めまして、右岸、左岸それぞれ８カ所の１６カ所と

なっております。調査の結果ですが、逆流ありという調査結果で残っている箇所数は、小

口径のものも含めまして、左岸で、上流から見て右岸、左岸ですが、左岸で７カ所、右岸

で１カ所がございます。ゲート設置できる箇所につきましては、昨年度分を含めましてす

べて設置しておりまして、今現在は県当局の堤防の改修待ちをもって実施していくという

ところになっております。 

 それから、上流部の降った雨を直接本流へ流す、迂回をさすという計画はどうかという

こともありますが、それにつきましては金上野から西原間に向けて流すのが一番近いと思

われますけれども、そうなりますと、トンネル部分が１，０００メ－ター以上になると考

えられまして、県の現在の状況では、当面困難ではないかと考えております。それ以前

に、それよりまずは、さきに申しましたとおり、町なかの堤防の改修を完成させていただ

いて、フラップゲートの設置をまずやらなくてはと考えております。 

 それからほかにも、この茂串町の下流につきまして、洪水時に吉見川堤防の中間の高さ

からポンプを設置しておる箇所へ水が、山側からの排水が流入しておりまして、それもか
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なりの量が入っております。これにつきましても、私有地とか鉄道用地との協議もござい

ますが、そういうもんが行われますと、別ルートで直接四万十川に流す方策等検討してま

いりたいと考えております。 

（５番山岡義正君「もう時間になるな」と呼ぶ） 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） やはり町として守るべきものは町民の生命と財産であると思いま

す。ぜひ、費用はかかるかもわかりませんが、将来に向けていろんな対策を立てていただ

きたい。そういうふうに考えておりますので、ひとつよろしくお願いします。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君の一般質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまより３時５０分まで休憩をします。 

            午後３時４０分 休憩 

            午後３時５０分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ４番島岡幹夫君の一般質問を許可します。 

○４番（島岡幹夫君） 議長の発言の許可をいただきましたので、一般質問させていただ

きます。 

 質問の内容は、もう通告書に記載をしてるとおりでありますが、１０年ほど前だと思い

ます。前田町政が誕生して間もなくに、私この案をご提案させていただいたことございま

す。そういうことですから、今回は再度の質問というか提案です。 

 ここに１、２、３と書きました。この前にちょっとだけずっこけた話もせないかんと思

いますが、車にニュートラルというところあります。議会にも人生にも多少ニュートラル

と思えるものがないことには、ゆとりがないんじゃないかなという思いがあって、私なり

のご提案ですけれども。今日、建設の委員長である、私は建設の委員会に所属をしている

わけですが、竹内委員長が一般質問の中で、鳥取と松山へ行ったというお話をされまし

た。実は、私も建設委員会として所属で連れていっていただいたわけですけれども、これ

ほど議員の中に温度差があるかよといわれる話になると思います。米子市で泊まりまし

た。日南町を視察して、米子市で泊まったときに、私はうんと朝が早いもんですから、５

時ごろにはもう宿を抜け出して、米子の海岸を歩いておりました。そのときに思ったの

は、平成１２年７月に、ここにまだ議員さんおられます。議員の仲間と一緒に鳥取県の隠
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岐の島に行きました。隠岐の島に行きまして、それで海士町の役場に行ったら、海士町の

議会の事務局長さんが、この離島に何の研修に来られたんですかって言うて、相当いぶか

られました。そのときに、少しほらを吹きました。後鳥羽上皇の和歌の勉強に来ました。

もう一つは、４つの島で放牧、島の中に、山林に放牧をしている肉用牛の放牧事業につい

て教えてください。この２つを言いました。もう町役場挙げて大歓迎してくれました。そ

れで、翌日は、後鳥羽上皇が京都から流されてきて、ここに舟をつけて、ここから上皇は

上陸をされました。そして、ここが住まいでした。それで、ここ上皇の１９年間の生活の

跡で、その祭られているところは隠岐神社ですという、詳しく史実を教えてくれました。

あとは、肉用牛のことはもうつけ足りでした。でも、この後鳥羽上皇の１００の和歌、そ

れとそれからこの隠岐の島では、隠岐群島では島歌というので、これ毎年全国に募集して

います。非常にすごい、選者もすごいですけれども、ここに取り上げられてる俳句と和歌

の中身の濃さというのは、やっぱり一読せないかんと思います。この２つを求めて帰りま

した。 

 そういうことで、米子の海岸を歩きながら、あの米子市の海岸で４つか５つか歌の碑に

出会いました。これやっぱり後鳥羽上皇の流されたその対岸にある町だなと思って楽しみ

に歩いてきました。翌日、松山で泊まることになったわけですけれども、それこそ朝も５

時前から松山城の周辺をぐるぐるぐるぐる１時間余り散策をしておりましたら、県庁のも

う少し西へ来たところに、こんな句がありました。「別るるや一鳥――一つの鳥です――

一鳥鳴いて雲に入る」、この句がありました。詠んだ方は夏目漱石です。夏目漱石がちょ

うど、その碑の建ってるところが昔の旧制松山中学校だったそうですけれども、そこで職

を辞して帰るときに歌った句だそうです。正岡子規の生まれたところですから、松山の市

内にはたくさんの句碑があります。それをまた観光コースとして、句碑をめぐるコースが

ちゃんと設定されております。時間があればもう一回、松山を一日かけて遊んでみたいな

と、そういうところです。ただしかし、「別るるや一鳥鳴いて雲に入る」という句で、何

かこの句はどっかで出会った句だと思ったんです。それが夜須です。夜須の長谷寺に、川

田先生、十雨先生の句に、「送り出て老師は門に鳥雲に」というのがあります。これはち

ょっと通じるものがあろうと思うんですけれども、旅のお遍路さんを送り出たと、送り出

たら、そしたら鳥は雲に、老師はそのお寺の山門に出ていったということですけれども、

これやっぱり松尾芭蕉のあれですか、「行く春や鳥啼き魚の目は泪」、やっぱりそういう

流れがあるんじゃないのかと思って、町内をいろいろ歩いてきました、多少好きですの
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で。皆さんがいつも行かれる興津の海水浴場のあの木造の展望台の手前の小道を入るとこ

ろに、「拾い得て嬉しや蛤桜貝」という句があります。それで、あの後ろ側、挟んで向か

い側に興津の八幡宮がありますが、八幡宮の鳥居をくぐって左側へ入ったところに、「松

風の落ち葉か水の音涼し」、これは芭蕉の句です。明治の終わりから大正の年間にかけ

て、興津は非常に俳句の同人が多かったそうですが、そのお弟子さんたちが、そこにそう

いう句を残しています。ところが、高校時代からよく登りました茂串山、この上には茂串

城というお城の跡があるわけですが、そこに浅いけど１年中水の枯れないという井戸があ

ります。古井戸です。カワズが飛び込むじゃないがです。そこの横に、ちょっと大きい牛

を寝かせたような石があります。その石の面に、余り上手な字じゃありませんけれども、

「夏草や兵どもが夢の跡」という奥州平泉の、いわゆる鎌倉幕府によって滅ぼされた藤原

家のそこを奥の細道でたどった松尾芭蕉が、その城を守って亡くなった兵士のために歌っ

た句がこの上に刻まれてる。修行僧が彫ったそうです。そういう句があります。そういう

こと言われると、岩本寺に、芭蕉の１番弟子だったと言える阿部禎珍の碑がありますし、

旅の途中で亡くなった禎珍は、呼坂、トンネル口のところに禎珍のお墓があります。そう

いうことで見ると、結構これ史実があるなと思って、それで多分収録されてると思って窪

川町史をあけました。そこには、この役場ですよ、２０年前までお勤めだったＯＢの方の

ご夫婦、奥さんと二人の句が、松葉川温泉のちょっと手前の日野地という集落から向こう

の桑ノ又に渡るところに小さい橋があるわけです。その橋のたもとに、ご夫婦の碑があり

ます。これだけが窪川町史に取り上げられています。谷川のせせらぎの音と一緒に、ぜひ

通りかかったら、この句を詠んでやってください。非常に、ＯＢの句ですからね。そうい

うところで、私は今回こういうことを取り上げたわけですけれども。 

 実は、八千数に句碑があるよということで、八千数の交差点から南に八千数集落のほう

へ入っていって、２００メ－トルぐらい入ったところの左側に、あそこの道路が開通され

た開通の記念碑というのがあって、紀元２６００年、だから大分古いもんですが、という

記念碑が建っていますが、その碑のもとに、せいぜい高さが１尺ぐらい、これ半分以上土

の中へ埋まっています。そのときは多分小さい小道だったと思うんですが、小道のほとり

に碑を建ててたのが、その後の道路改良で埋め土埋め土をしたもんですから、碑面がもう

読めないように。ただ、「かえり」まで読めます。平仮名の「かえり」まで読めますけ

ど、それから下の句が読めません。そういう句碑があります。だから、近くのお年寄りの

とこ行って、あの句何とか言ったら、おれらそんなものあることも知らだったというて言
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われましたけれども、そういうことでね。私はこういうことずっと歩いてみて、大正地区

と十和地区の碑のあることがわかりません。十和温泉に安岡宏高さんのすばらしい碑があ

ることは知っています、それ何度も見に行きましたから。でもね、そういうの知りません

けれども、だからぜひ大正も十和もぐるぐる時間をかけて歩いてみたいなと思いますが、

町内にどれくらいの碑があるかお調べいただいたら、通告してありましたので、お調べい

ただいていたらお知らせいただきたいと思います。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） お答えする前に、非常に勉強させていただきまして、貴

重なお話をありがとうございました。 

 ご質問の歌碑や句碑がどれぐらいあるのかということでございますけども、公が建立し

たもの、また団体、そして地域、民間の個人の方が建立したものと、さまざまなものがあ

ると思いまして、すべてを把握はいたしておりません。ただ、今問者からありましたよう

に、合併前につくられました３町の町・村史なんですけども、こちらのほうで調べまし

て、一応１２個、１２カ所が四万十町で建立されておるというふうになっておるところで

ございます。 

 以上です。 

（４番島岡幹夫君「ありがとうございました」と呼ぶ） 

○議長（味元和義君） ４番島岡幹夫君。 

○４番（島岡幹夫君） 失礼しました。碑によっては文字が読みづらい、文字がいろんな

もので埋まってしまったりして読みづらいのがありますが、そういうもの、保存の状況だ

とか、あるいは地元の皆さん方がどういう形でその管理をしていただいてるか、そういう

ことも、あるいはまた行政が、いわゆるこれもやっぱり時代時代の文化だとか、あるいは

世相を映した一つの大きな僕は文化のバロメーターだと思っていますから、そういう保存

事業がどこまでやられてるか、その辺はどうですか。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） ただいま問者おっしゃいますとおり、短歌とか俳句とか

というもんは社会情勢を非常に、またそれから心情を非常に映し出すもんでございます。

文化的にも後世に伝えていく、そのころの社会情勢、その心情を後世へ伝えていく非常に

貴重なもんであろうというふうに思うわけなんですけども、お問いの保存なんですが、一

応町として積極的に保存をしゆうという形にはなってないのが現状でございますけれど
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も、建てましたそこの施設の管理者ですね、その方々にお願いしている部分と地域の方々

にお願いしている部分と両方で保存管理をしておるのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ４番島岡幹夫君。 

○４番（島岡幹夫君） 俳句あるいは短歌にしても、俳句の場合は五・七・五ですから１

７文字、短歌は七・七がつきますから３１文字、わずかこれくらいの小さいというか、そ

ういう文章の中に宇宙を映し出すんですね。そう思うんです。そこに一つの世界をつくり

出していくと思うんですが、この四万十町の農山漁村で働いて、仕事にいそしまれて、そ

してその人たちが生活の中でふっと、四季の移ろいを見るだけでなしに、ふっと感じられ

るわびだとかさびだというものを発句されてると思うんです。ところが、高知から西、こ

の四万十町は４００人を超える俳句だとか短歌の作者がいるというので、ここすごい人口

がおられるわけです。それで、この間もちょっと、この方と確認をちゃんとしてませんの

で、お名前までは言いませんけれども、８月に行われた高知県の俳句のコンクールで最高

賞をとられた方が窪川の地区内におられます。こういう方いるんですよ。この方もまた役

場のＯＢです。そういうことでね、こういう人たちの句碑というのをどこかに残してあげ

たいなという願いがあって、こういう提案をさせていただいてるわけです。 

 ご答弁がありましたように、ただ単なる文芸じゃないと、これはやっぱりその世代を映

してるんだという、一つの文化だというとらえ方で、ぜひ行政としても後押しをしていた

だきたいなと思うわけです。そういうことで、１、２、３と書きましたけど、一つの話を

するわけですから、もう引き続いてやらせていただきますが、町内のこういう、窪川には

４つか５つありますが、大正、十和合わせて１２も碑があるということですが、この碑を

写真に撮って、できればパンフレットのようなものにまとめて、あるいは小冊子のような

ものにぜひまとめていただきたいと思うんです。これはやっぱり文化的な遺産としての価

値が私はあると思いますが、それはどうでしょうか。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） 問者おっしゃいますとおり、非常に貴重なもんであると

いうことは、先ほどご答弁もさせていただきました。現在、町史等には記載がされており

ますけれども、パンフレット、小冊子等はつくっていないというのが現状でございます。 

 先ほど問者おっしゃいましたように、交流人口の拡大についても非常に効果をあらわす

もんじゃないかなというふうには思っております。ただ、八千数の句碑のことも言われま
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したけども、わからないところも非常に多うございます。建立されております位置とか、

それからその内容等について、文化保存審議会のほうのご意見もいただきながら、前向き

に検討させていただきたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） ４番島岡幹夫君。 

○４番（島岡幹夫君） それでは、もうこれ、大体頭が余り整理のできる男じゃありませ

んので、もう１、２、３まとめたような話になりますけれども、問題は句碑の里をどうや

ってつくるかということですが、ずっと県の東側、高知市寄り、東のほうが非常に熱心で

す。行政も熱心です。私が歩いてみても、安芸にしても奈半利にしても田野町にしても、

それで芸西にしても、いっぱい碑がありますよね、その中で一番碑の多いのが、現代の作

者の碑です。皆さんまだ存命されてる人たちの碑が一番多いのが、奈半利の池里という開

拓地があります。その池里には三十数基の碑があります。これ本当にすばらしい碑もあり

ます。私もそこに、林怒舟さんというお師匠がおりまして、私１０年ほど通ったことがあ

るんですけれども、その先生の門下生がみんな碑を残しています。これやっぱりね、自然

石に彫った碑ですけれども、非常に価値があります。その先生が、２つだけ先生の碑があ

りますが、奈半利のちり焼き場のところから道路が上がっていくわけですが、ちり焼き場

のすぐ上がったところ、ちょっと入ったところに、「畑打てば胸の膨らむことばかり」と

いう句ですけれども、これは昭和４０年のころの開拓で、まだ土地をどんどんどんどん開

墾をして、規模拡大ができてた時代の碑ですけれども、そういう碑があって、そして山の

上に登ると、その三十数基の句碑の中に、先生の句として「露座仏に」、路傍のお地蔵さ

んです。「露座仏に三寒四温こもごもに」という、３月の、３日寒かったら４日温い日が

来るよっという路傍のお地蔵さんに呼びかけた句があります。そういう句をぜひ私は、四

万十のあの緑林公園のどっか一隅に、あるいは向こうの芝生の中でもいいと思うんですけ

れども、句碑として集めたいなという、現代の人たちの作品を集めれればおもしろいなと

思うんですが、例えばオイコニアで、ずっともう七、八年入院生活を繰り返されて、多分

出てくることのできないだろうという武井恭子さんですか、「ヤスコ」さんですか、あの

見付の坂のおり着きの方ですが、その方の、「穫り入れの終わりし里の鰯雲」、これ名句

だと思うんですよ。こういう、今存命してるから残してやりたいなという、そういう碑が

あるわけですね、そういう碑。例えば、ここは山地酪農発祥の地で、全国にここから山地

酪農、放牧が始まっていったところですけれども、ここでですよ、１０月の末になると露

霜がおります。放牧の牛が背中にいっぱい露霜を背負っています。「牛の背に霜を置いて
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る寒の入り」、これすごい生活句ではいい句だと思うんですが、そういう句を残してやれ

ば、ここが全国に先駆けた山地酪農の発祥地だったという記録にもなろうと思うんです

ね。そういうものをぜひ残してあげたいなと思って、このことを申し上げてるんです。 

 前に、１０年になるわけですから、島岡よと、おまえ妙に句碑の里をつくりたいという

提案をしちょったけんど、あれから音さたないが、できるがかい、できんがかいと、やっ

てもらえるとうれしいがねという作者の方が何人かおられます。それで、農協には農協句

会がある、また改善センターでは改善センターの句会をやられてる、また町広報にもちゃ

んと句碑が出てきます。そういう幾つもの碑がありますね。それで、大正に行けば大正の

また文化交流としての俳句の会があるとか短歌の会があるとか、こういうものをやっぱり

育てていくのも行政の仕事、これ余りお金が要りません。だから、ぜひやってほしい。た

だ、これから後、少し厚かましい注文がありますけれども、まずこのことについては町長

に、ご提案しておりますので、町長、句碑の里実現できませんろかどうか、これだけはお

答えいただきたいんですが。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） お答えを申し上げたいと思いますが、私もそういうあれを整備を

することは大いに結構だというふうに思っておりまして、前にもそういう趣旨のご答弁を

させていただいたかと思います。ただ、その進め方ですけども、例えばの話ですが、前田

哲生なる者が後世に名を残したいということで、下手な俳句をつくって、仮に町へ申し出

をすると、そんながまで一々全部やらんといかんかやということも、そういう残したいが

ための野心とかさまざまあるだろうと思います。だから、それをどういう形で推進、実施

をしていくのか、やっぱりその母体をつくっていただかないと、実施はなかなかできんじ

ゃないかと。例えば、文化保護審議会であるとか、あるいは文化協会なり、あるいは町内

にはしかるべき句会等の組織もあろうと思いますから、いずれにしろどういう形でそうい

う選定をしてやっていくのか、そこから始めていただかないと話は前へ進まない。そうい

う推進母体というものができれば、町としてはできる限りの助成はやっていきたいという

ふうに思います。 

○議長（味元和義君） ４番島岡幹夫君。 

○４番（島岡幹夫君） ちょっと先走り過ぎて説明が足りませんでした。こういうことで

す。例えば、林先生のところでは二月に１回句会を開く。そのときの最高点をとられた句

で、これはもう全部の互選です、会の皆さんが全部集まられた。それで最高点をとられた
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その句を推薦をされる。それで、これ見るとですよ、田野町の二十三烈士の公園ていうの

ありますよね、あの二十三烈士の公園には２３人の人の合同碑がありますけれども、これ

も全部皆さんで互選をして、この碑とこの碑とこの碑は刻もうねと、名前を残そうねとい

うのを、ちゃんと皆さんで全部が協議をした後で選ばれた句だそうです。それは夜須の琴

ヶ浜、いわゆるヤ・シィパークのもうちょっと、そこにある分も同じようにやっぱりね、

みんなで選んで、その中からこういう句をできたら記念に残したいと言うから、やっぱり

それはそのときそのときの、作者の皆さん方、皆全部が集まったそういう句会なんかの一

番の最高位をとられた方の碑ですよね。ただし、まだそれでも、いや私は碑を残しません

という方あります。それは当然です、経費がかかりますんで。私が計算をしても、あの自

然石、１メ－ター前後の自然石に碑文を書いて彫ると１０万円要ります。それで、行政が

もしお手伝いしていただけるだったら、俳句の壇をつくっていただくことと、せめて一抱

えぐらいの石、自然石を３つぐらい下に置いて、ちょっとコンクリートなすっといて、そ

れへぽんと上に建ててもらう。その下の基礎の部分だけ行政がお手伝いいただけませんか

ということですけれども、それでも多少経費がかかりますよね。でも、町長、選ばれ方と

いうのはそういう形で選んでるようです。そういうことですから、それぞれの今読み上げ

てきた町村、行政も、ある程度そこに応援をしてるわけです。卑近な例を言いますと、よ

く議員研修とかソフトボールの大会でお伺いをしました佐川町、佐川町に文化ホールとい

うのあります。文化会館、ちょっと山の上へ上がったところにある。あの文化会館と下の

グラウンドとの間にちょっとした斜面がありますが、ちょっと木々の植え込みがありま

す。そこに、「石一つ銀河より来て座る」という、あそこはナウマン象の史実と、それか

ら大きな隕石が落ちてきたということでの、佐川は隕石の歴史があるんですが、そういう

句がそこにあって、そこの斜面の部分を句碑の森といって、佐川町の町は指定をしていま

す。そういうことで整備をされております。だから、行政もね、いろんなところで、東の

ほうが熱心だと言いましたけど、佐川にもそういうのあるんです。だから、窪川にぜひ、

四万十公園の中にそういうものつくったら、窪川すごいねやと言うてもらえると思うん

で、ぜひお手伝いをお願いしたいと思うんです。そういうことで、この句碑の里の建立、

いわゆる碑を建てるということについて、これはやっぱり教育委員会が担当ですか。その

辺をちょっと、具体的な話も。ほで、また句碑をするやったら、１基に二、三万円ずつの

経費が必要になりますが、その辺も実現できるかどうか。 

 もう一つあります。これは教育委員長にどうしても申し上げとかないかんです。大変な
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書家です。県展にも台地展にも、いつも特選をとられような書を書かれている書家です。

この書家には、碑面に彫る書は無料で書いてもらいたい。これは、いや、私の先生の森瑞

泉先生もそうですが、役場のＯＢだった岡本さんもそうですし、それからそこの図書館の

館長の熊谷君も同級生です。書家はいっぱいいます。書家のところは、僕が無料で書いて

もらう。そして、必要なら石の裏側にだれだれ書だけ刻んでもらうことだけは約束をしま

すが、そういうことで、教育委員長、どうでしょう。その辺を含めてもしお許しがいただ

ければ。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） 本当にすばらしいご提言でございまして、ありがとうご

ざいます。 

 先ほど町長のほうからも申されましたように、まず教育委員会としては、そういう団体

といいますか、組織づくりのほうから始めさせていただいて、いろいろな文化協会も含

め、それから文化財保存審議会もございますので、それから句会の方々、お話をしていた

だいて、どういう形にしていくのか、まだどのぐらいの町が携わったらいいのかというこ

ともご検討させていただいて、それからまたご返事を申し上げたいというふうに思います

ので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（味元和義君） 宮﨑教育委員長。 

○教育委員長（宮﨑 勲君） 私の趣味の関係のご質問がございましたけれども、教育委

員長という立場で答弁をさせていただきたいというふうに、若干個人的なことも入ります

けれどもというふうに思います。 

 大変すばらしい構想であるというふうに思いますし、旧窪川町時代にお話を伺った記憶

もございます。句碑の里づくりのための俳句、短歌等の揮毫ということでございますけれ

ども、やはり長期の鑑賞にたえるものでなければいけないと思いますし、また文化的な価

値のある揮毫をしなければならないということもあろうと思います。そういった面では、

町長もちらっと触れましたように、現在四万十町には文化協会がございます。その中に書

道の部がございまして、毎年これは文化協会全体で取り組んでおりますけれども、高南台

地総合美術展等の文化活動を行っていますが、書道の部の中には、高知県展の入選常連の

書家もおいでます。先ほど島岡議員さんは、私が県展も台地展も特選が数回というお話が

ありましたが、残念ながら力不足で、県展のほうは１回入選した限りでございます。訂正

をさせていただいておきたいと思いますが。そういったすぐれた書家も四万十町にはたく
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さんおります。そういうことで、句碑の里づくりというのが実現の運びとなりましたら、

やはり文化協会の書道の部のほうにそういった揮毫を求めるということが一番適当ではな

いかなというふうに思います。私はもちろん会員ですし、また窪川支部のほうの現在書道

の部のお世話もさせていただいておりますし、そういった立場でまた協力もさせていただ

きたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ４番島岡幹夫君。 

○４番（島岡幹夫君） どうもありがとうございました。もう島岡言い出したら聞かん

き、まあ適当に答弁もしちゃらにゃいかんというがじゃないように思いましたんで、ぜひ

これ実現を、もう意を強くしました。それで、俳句をつくられてる方に対しても、おばち

ゃんそのうちにできるきねっという話ができるかなと思って、報告ができるかなと思いま

す。 

 ぜひこういう形で、四万十会館のあの前の広場のどっかにこういうものが集められて、

それぞれいろんな審査もあると思いますし、手続も要ると思いますけれども、集められ

て、この四万十町の文化、例えばこの間、同僚の議員、十和の議員ですけれども、奥さん

の俳句が紙面に出てました。うれしくなってすぐ電話しました、奥さんすごいねって。奥

さんにそしたら碑建てませんかって言ったら、私はとんでもないって言われましたけど

も、この議場の中にそのご主人がおられるんですよ。そういうことでね、一つずつそうい

う形で足を運んで、皆さん方にまた楽しい思いを広げていきたいと思いますので。どうも

ありがとうございました。 

○議長（味元和義君） ４番島岡幹夫君の一般質問を終わります。 

 お諮りします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、本日はこれで延会することに

決定しました。 

 本日は延会します。 

            午後４時２３分 延会 
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